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Ａ 研究目的 

エステティックサービスの内容や衛生管

理の状況、さらにエステティックサービス

に関係する健康被害の実態調査、原因の究

明を行い、健康被害を予防する対策や衛生

管理の充実のための方法を提案し、啓発活

動を通じて消費者、エステティック施設、技

術者が情報を共有することにより健康被害

防止に寄与することである。 

 

 

 

研究要旨 

 エステティックサービスによる健康被害は、毎年約 600 件独立行政法人国民生活セン

ターに報告されている。その内訳は、皮膚障害と熱傷が主で、熱傷は機器によるものが多

いようである。一方皮膚障害は、化粧品や手技による刺激、機器による刺激、利用者に脆

弱皮膚のリスク要因があったなど原因は多岐にわたる。本研究では、エステティックの施

術による皮膚への安全性の確認、エステティック施術に使用される機器類の取り扱いに

関する注意事項、営業施設において利用者がリスク要因を持っているかどうかの確認を

徹底するための方策などを検討し、啓発資料を作成、配布した。また、エステティック利

用者を対象に健康被害防止のための考え方を作成し公表した。施設の衛生管理の徹底に

ついては、エステティック施術の際オイルなどをふき取る目的で使用されるスチームタ

オルの細菌数調査、手洗い前後、施術前後の手指細菌調査、施術による細菌類の伝播など

の調査を行い、昨年度までの研究結果も加味して、エステティック営業施設対象「衛生管

理は手洗いから」「衛生管理のポイント」などの啓発資料を作成、配布した。 



Ｂ 研究方法 

 

Ⅰ エステティックサービスにおける健康

被害の実態把握及び原因の究明 

 

１．エステティックの健康被害に関する情

報収集 

(１)皮膚科医師に、エステティックによる

健康被害患者の情報提供の依頼 

関東関西の皮膚科医師２０名に、エステ

ティックによる健康被害の患者が受診した

際、医学的見地から原因を特定するよう依

頼した。 

(２)独立行政法人国民生活センターの健康

被害情報の収集  

独立行政法人国民生活センターでは，日 

本全国の消費者相談窓口に寄せられる消費 

者相談を「消費生活相談データベース（Ｐ 

ＩＯ－ＮＥＴ）」で集約している。平成26 

年度～平成２８年度，ＰＩＯ－ＮＥＴに寄 

せられた「エステティック」に関する健康 

被害の詳細情報の公開を受け，集計した。 

また、過去 5 年間の健康被害件数の推移に

ついて検討を行った。 

(３)エステティックサロンにおける健康被 

害実態調査 

1)対象 日本美容皮膚科学会会員医師 

2)試験方法 郵送調査 

3)質問内容(P25) 

4)調査時期 

   平成 28 年 10 月～11 月 

 

２．エステティック利用者背景調査 

(１)慢性疾患患者に対するアンケート調査 

エステティックは本来健康な人を対象に 

行われるものであるが，治療が長期にわた 

る慢性疾患患者が治療のストレスや疾患由 

来の乾燥等の解消などQOL向上のためエス 

テティックを希望することがある。このよ 

うに健常人より健康被害のリスクが高い被 

施術者について，実態を把握したうえで安

全にエステティックが施術される対策を立

案することを目的として今年度は，アトピ

ー性皮膚炎患者及び糖尿病患者を対象にア

ンケート調査を行った。 

●アトピー性皮膚炎患者アンケート調査 

1)対象：アトピー性皮膚炎と診断され通院 

中の患者 

2)試験方法：医療機関の外来待合室におい 

て無記名のアンケート用紙を配

布回収した。 

3)質問内容 

・性別 

・皮膚の重症度自己評価とその理由 

・エステティック施術の経験の有無 

・エステティック施術後のトラブル 

など 

●糖尿病患者アンケート調査 

1)対象：医療機関において糖尿病と診断 

された20歳以上の方 

2)試験方法：医療機関の外来待合室及び患 

者対象イベントにおいて無記名の 

アンケート用紙を配布回収した。 

3)質問内容 

・年齢，性別，糖尿病歴 

・病気の程度，皮膚トラブルの有無 

・エステティック施術の有無 

・エステティック施術後のトラブル 

など 

(２)エステティック営業施設利用者が持 

 つ疾患やアレルギー等に関する調査 

施設及び利用者からアレルギーなどの身



体的背景についてのアンケート調査を行っ

た。 

●営業施設対象アンケート調査 

1)対象 エステティック営業施設 

2)試験方法 郵送調査 

3)質問内容(P26～P28)  

「衛生管理状況に関するアンケート調査」

に利用者背景についての設問を入れた。 

4)調査時期 平成 28 年 11 月 

●利用者対象アンケート調査 

1)対象 エステティック利用者 

2)試験方法  

エステティック営業施設の利用者の 

うち本調査の趣旨を理解し自由意思に 

よる協力の同意を得られた方に調査票 

への記入を依頼した。 

 3)調査時期  

平成 28 年 11 月～平成 29 年 1 月 

 

３．機器及び手技、化粧品等の安全性調査 

(１)フェイシャルスキンケアの皮膚に対す

る影響試験 

平成２７年度 

1)実施時期 平成27年12月4日  

平成27年12月18日  

2)実施場所 一般社団法人日本エステティ

ック協会研修室  

3)被験者 10名(20歳代5名 50歳代5名)  

平成２８年度 

1)実施時期 平成28年10月19日  

平成28年11月9日 

平成28年12月14日 

 2)実施場所 東邦大学医療センター大森

病院 

 3)被験者 12名(平均年齢44.9歳) 

平成２９年度 

1)実施時期 平成 29 年 10 月 25 日 

      平成 29 年 11 月 22 日 

      平成 29 年 12 月 13 日 

2)実施場所 東邦大学医療ｾﾝﾀｰ大森病院      

3)被 験 者 健常成人女性 12 名 

(平均年齢31.6歳) 

平成２７年度～平成２９年度共通 

4)対象施術 フェイシャルスキンケア  

5)測定項目 

写真撮影  

角層水分量(CorneometerⓇCM825)  

水分蒸散量(TewameterⓇTM300)  

真皮水分量(Moisture Meter D)  

6)試験方法 

エステティック業界の民間資格を有する 

技術者が，フェイシャルエステティックベ 

ーシック施術を提供した。  

①被験者からの同意取得  

②担当医師による診察及び写真撮影  

③施術前測定  

④施術  

⑤施術後測定  

⑥担当医師による診察及び写真撮影 

 

(２)ヒートマット皮膚安全性試験  

1)実施時期 平成27年12月4日  

平成27年12月18日  

2)実施場所 一般社団法人日本エステティ

ック協会研修室  

3)被験者 10名(20歳代5名 50歳代5名)  

4)対象施術 ヒートマット(温熱機器)  

5)測定項目  

温度測定 ふくらはぎ 臀部  

心拍数 血圧  

6)試験方法  

①被験者からの同意取得  



②担当医師による診察  

③施術前測定  

④施術  

⑤施術中 温度測定  

⑥施術後測定  

⑦担当医師による診察 

 

(３)ＲＦ機器皮膚安全性試験 

1)実施時期 平成28年11月14日 

 2)実施場所 和歌山県立医科大学未来医

療推進センター人口気候室 

 3)被験者 ５名(平均年齢27.8歳) 

4)対象施術 ＲＦ機器２台 

(機器Ａ 機器Ｂ 対象部位 大腿部) 

5)測定項目 

   写真撮影 

   角層水分量(CorneometerⓇCM825) 

   水分蒸散量(TewameterⓇTM300) 

   真皮水分量(Moisture Meter D) 

温度測定 大腿部(ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｶﾒﾗ) 

 6)試験方法 

   ①被験者からの同意取得 

   ②担当医師による診察 写真撮影 

   ③施術前測定 

   ④左大腿部クリーム，右大腿部ジェ 

ル塗布(販売業者の指定する専用 

品) 

⑤施術(施術中サーモグラフィカメ 

ラによる温度変化の測定) 

   ⑥施術後測定 

⑦担当医師による診察 写真撮影 

(４)営業施設対象使用機器アンケート調査 

1)対象 エステティック営業施設 

2)試験方法 郵送調査 

3)質問内容(P26)  

「衛生管理状況に関するアンケート調査」

に施術に使用している機器や機器を導入

する際の判断基準等に関する設問を入れ

た。 

4)調査時期 平成 28 年 11 月 

(５)超音波機器の皮膚に対する影響試験 

1)実施時期 平成 29 年 11 月 6 日 

2)実施場所 和歌山県立医科大学みらい医療 

推進センター人工気候室 

3)被 験 者 健常成人女性 6 名 

(対象部位：腹部) 

4)対象機器 3 機種 

5)測定項目  

写真撮影 

   角層水分量(Corneometer®CM825) 

   水分蒸散量(Tewameter®TM300) 

   表面温度測定(サーモグラフィカメラ) 

6)試験方法 

  ①被験者からの同意取得 

  ②担当医師による診察 写真撮影 

  ③施術前 皮膚状態の測定 

  ④腹部にジェル(販売業者の指定する専用

品)を塗布し、正中線の左右それぞれに

異なる機器で順番に施術を行う 

  ⑤施術中サーモグラフィカメラによる温度変 

化の測定 

  ⑥施術後 皮膚状態の測定 

  ⑦担当医師による診察 写真撮影 

 

４ 啓発資料 

(1)エステティック営業施設で使用される

機器類の安全性確保について 

これまでの研究において実施した機器類 

の安全性試験の結果、使用機器アンケート

調査結果及び一般社団法人日本エステティ

ック工業会など関係者からのヒアリング結

果を踏まえ、エステティック営業施設対象



の啓発資料を作成する。 

 

(2)エステティック利用者背景の聞き取りによる

健康被害防止対策について 

昨年度の研究で行った「エステティック営業 

施設利用者が持つアレルギーや疾患等に関

する調査」結果及び調査に協力した営業施設

のヒアリング結果をもとに検討を行った。 

 

(3)消費者対象啓発資料について 

「慢性疾患患者に対するアンケート調査」 

「エステティック営業施設利用者が持つ疾患や

アレルギー等に関する調査」及び皮膚科医師

より収集した健康被害事例、化粧品・機器安

全性試験等を活用して検討を行った。 

 

Ⅱ エステティック施設の衛生管理

の徹底 

 

1．衛生管理に関する調査 

(1)衛生管理状況に関するアンケート調査 

1）対象 エステティック営業施設 

 2）方法 郵送調査 

 3）質問内容(P26～P28)  

4)調査時期 平成28年11月~12月 

 

(2)施術用スチームタオル保管庫(ホットキ

ャビ)とスチームタオルの汚染状況調査 

1)実施時期 平成28年12月14日 

2)実施場所東邦大学医療センター大森病院 

3)サンプル採取箇所 

 ①保管庫内扉  

 ②保温庫内カゴ 

 ③保管庫外取手部分 

  ④施術用タオル(未使用) 

 4)保管庫試験方法 

  ①生理食塩水１mlが入った滅菌スピッ 

ツに綿棒を湿らせる。 

  ②各調査箇所をよく①の綿棒でぬぐい 

とる。 

  ③①のスピッツ内の生理食塩水に②で 

ぬぐった綿棒をよく懸濁する。 

  ④血液寒天培地に100μℓずつ接種し，

塗り広げて37℃で培養する。 

⑤菌数をカウントする。 

 5)スチームタオル試験方法 

①生理食塩水１mlが入った滅菌スピッ 

ツに１cm2角に切った使用前のスチ 

ームタオルを入れ，よく混和する。 

  ②①を血液寒天培地に１００μℓずつ

接種し，塗り広げ３７℃で培養す

る。 

③菌数をカウントする。 

 

(3) フェイシャル施術用スチームタオル保温庫

とスチームタオルの汚染状況調査 

1)実施時期 平成29年8月～9月 

2)実施場所 都内エステティック営業施設 

6か所 

3)サンプル採取箇所  

①保温庫内扉  

②保温庫外表面  

③保温庫外取手部分  

④施術用スチームタオル（未使用） 

4)試験方法 

・保温庫  

①生理食塩水１ｍｌが入った滅菌スピッツに 

綿棒を入れて、綿棒を湿らせる。  

②各調査箇所をよく①の綿棒でぬぐいとる。  

③①のスピッツ内の生理食塩水に②でぬぐっ

た綿棒をよく懸濁する。  

④血液寒天培地に１００μℓずつ接種し、塗り



広げて３７℃で培養する。  

⑤菌数をカウントする。 

・施術用スチームタオル 

①生理食塩水２ｍｌが入った滅菌スピッツに 

１ｃｍ３角に切った使用前のスチームタオル

を入れ、よく混和する。  

②①を血液寒天培地に１００μℓずつ接種し、

塗り広げ３７℃で培養する。  

③菌数をカウントする。  

④主要な菌種について同定試験を行う。 

 

２．被施術者から施術者への細菌類の伝播 

に関する調査 

●施術者の手指細菌調査  

平成27年度 

1)実施時期 平成27年12月4日  

平成27年12月18日  

2)実施場所 一般社団法人日本エステティ

ック協会研修室  

3)被験者 10名(20歳代5名 50歳代5名) 

平成28年度 

1)実施時期 平成28年10月19日  

平成28年11月9日 

平成28年12月14日 

2)実施場所 東邦大学医療センター大森病院 

3)被験者 12名(平均年齢44.9歳) 

平成29年度 

1)実施時期 平成29年11月22日 

平成29年12月13日 

2)実施場所 東邦大学医療センター大森病院 

3)被験者  2名(実務経験20年以上1名 実務

経験1年未満1名)  

平成27年度～平成29年度共通 

4)対象施術 フェイシャルスキンケア  

5)試験方法  

①施術直前及び施術直後について，施術者 

のハンドスタンプ（栄研化学ハンドペタ 

ンチェックⅡ（ＳＣＤ－ＬＰ培地）を採 

取する。  

②37℃一昼夜培養後，生育した細菌数をチ 

ェックし，同定試験を行う。  

●被験者の顔面皮膚の細菌検査  

平成27年度 

1)実施時期 平成27年12月4日  

平成27年12月18日  

2)実施場所 一般社団法人日本エステティ

ック協会研修室  

3)被験者 10名(20歳代5名 50歳代5名) 

平成28年度 

1)実施時期 平成28年10月19日  

平成28年11月9日 

平成28年12月14日 

2)実施場所 東邦大学医療センター大森病院 

3)被験者 12名(平均年齢44.9歳) 

平成29年度 

1)実施時期 平成29年11月22日 

平成29年12月13日 

2)実施場所 東邦大学医療センター大森病院 

3)被験者 健常成人女性8名(平均年齢31.6歳) 

平成27年度～平成29年度共通 

4)対象施術 フェイシャルスキンケア  

5)試験方法  

①施術直前及び施術直後について，被験者 

の顔面皮膚を滅菌綿棒で拭う。具体的に 

は滅菌綿棒を滅菌生理食塩水に浸し顔面 

（額，鼻筋，頬，あご）を拭う。  

②拭った綿棒を１mlの生理食塩水に溶解し 

た後，100ulずつMRSA培地，血液寒 天培 

地に塗布する。37℃一昼夜培養後，生育 

した細菌数をチェックし，同定試験を行 

う。被験者から施術者の手指への細菌の 

伝播を特定するためのパルスフィールド 



電気泳動法で細菌株の同一性を確認した 

●ヒートマットで施術した際の被験者から  

の機器への細菌類の伝播  

1)実施時期 平成27年12月4日  

平成27年12月18日  

2)実施場所 一般社団法人日本エステティ 

ック協会研修室  

3)被験者 10名(20歳代5名 50歳代5名) 

4)対象施術 ヒートマット（温熱機器）  

5)試験方法  

①施術前，後について被験者の下腿及び痩 

身機器を拭いサンプルを採取する。  

具体的には，滅菌綿棒を滅菌生理食塩水 

に浸し被験者の下腿及び機器表面を拭う 

②拭った綿棒を１mlの生理食塩水に溶解し 

た後，100ulずつMRSA培地，血液寒天培 

地に塗布する。37℃一昼夜培養後，生育 

した細菌数をチェックして同定試験を行 

う。  

 

３．手洗いの徹底に関する調査 

(1)エステティシャン・看護師手洗い比較試

験 

 看護師とエステティシャンの間での，手 

洗い方法に差があるかどうかを明らかにす 

ることを目的とした。 

1)実施時期 平成 28 年 11 月 28 日 

2)実施場所 東邦大学医療センター大森 

      病院 

3)被験者 関東地区エステティシャン 

     ハンドソープのみ 4 名 

     ハンドソープ+手指消毒剤 4 名 

   大森病院看護師 

ハンドソープのみ 4 名 

   ハンドソープ+手指消毒剤 4 名 

 

4)試験方法 

  被験者をハンドソープの洗浄のみとハ 

ンドソープ洗浄後手指消毒剤使用の 2 グ

ループに分け，手洗い前後にハンドスタ

ンプを採取し，37℃一昼夜培養を行った。 

 

(2)手洗い啓発資料の作成 

平成27年度の研究で手洗いの重要性や手順

を啓発する目的で「衛生管理は手洗いか

ら」と題したツールを試作した。 

 

(3)エステティック技術者養成施設におけ

る手洗い方法啓発ツールに関するアンケ

ート調査 

1)実施時期 平成 28 年 5 月 

2)調査対象 一般社団法人日本エステテ

ィック協会及び一般社団法人日本エス

テティック業協会認定校  

3)調査方法 手洗い方法啓発ツールおよ

び調査票を送付し，記入後の

返送を依頼した。 

 

(４)学生および講師の手洗い実験 

1)実施時期 平成29年12月7日(学生) 

        平成29年12月14日(講師) 

2)実施場所  

学生 学校法人三幸学園 東京ビューテ 

ィーアート専門学校 

   講師 一般社団法人日本エステティック 

協会 

3)被験者  学生 26名(平均年齢18.7歳) 

        講師 30名(平均年齢51.5歳) 

4)対 象  手指 

5)試験方法 

「衛生管理は手洗いから」(平成27年度の本

研究で作成した手洗い指導ツール)を配布 



し、記載されている手洗い手順で手洗いを

行う。 

①ハンドスタンプ採取 

②流水洗浄 5秒 

③ハンドソープでもみ洗い 10秒 

④流水ですすぎ洗い 15秒 

⑤ペーパータオル2枚で拭き取り後ハンド 

スタンプ採取 

⑥手洗いに関するアンケート調査票記入 

⑦ハンドスタンプを37˚C 一昼夜培養後、 

生育した細菌数をカウントする。 

 

(5) 手洗い啓発に関する検討(P96～P97) 

別添 改訂版「衛生管理は手洗いから」を作

成配布した。 

 

４．啓発資料 

(1)技術者養成施設における衛生管理教育

に関する実情についてのアンケート調査  

1)実施時期 平成28年1月～3月  

2)調査対象 一般社団法人日本エステティ

ック協会及び一般社団法人日本エス

テティック業協会認定校 計178校  

3)調査方法 調査票を送付し，記入後の返

送を依頼した。  

 

(2)技術者養成施設教員に対する聞き取り  

調査  

1)実施時期 平成28年3月  

2)調査対象 東京・名古屋周辺の養成施設7

校9名の教員  

3)調査方法 面談 

 

(3)施設の衛生管理に関する啓発についての

検討 

平成 27 年度「技術者養成施設における衛

生管理教育に関する実情についてのアンケー

ト調査」「技術者養成施設教員に対する聞き取

り調査」 平成 28 年度エステティック営業施設

対象「衛生管理状況に関するアンケート調査」 

平成 29 年度「フェイシャル施術用スチームタ

オル保温庫とスチームタオルの汚染状況調査」

などの結果を踏まえ検討を行った。 

 

12 倫理面への配慮 

アンケート及び試験開始前に，被験者に 

同意取得のための説明文書に基づき説明し

たうえで，試験への参加について「自由意思

による同意」を得た。なお，本試験は公益財

団法人日本エステティック研究財団倫理審

査委員会で承認を受けた。 

 

C 研究結果 

 

Ⅰ エステティックサービスにおける健康

被害の実態把握及び原因の究明 

 

１．エステティックの健康被害に関する情

報収集 

(１)皮膚科医師に、エステティックによる

健康被害患者の情報提供の依頼 

関東・関西の医療機関２０施設に協力を仰

いだが報告は 5 例のみ、治療を行っていた

としても施設から提出が得られない現状で

ある。 

 

(２)独立行政法人国民生活センターの健康

被害情報の収集  

平成 26 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月

31 日までに全国の都道府県市町村の消費

者相談窓口に寄せられた消費者相談のうち

「エステティックサービス」の健康被害に



関する相談の詳細情報を国民生活センター

から収集した。 

過去5年間の比較では、相談件数は600件

前後で推移していた。原因施術は、美顔エ

ステ40.3％(平成24年度)→24.6％(平成28年

度) 他のエステサービス10.8％(平成24年

度)→22.2%(平成28年度) 危害の内容で

は、皮膚障害45.6％(平成24年度)→38.1％

(平成28年度) 熱傷17.7％(平成24年度)→

20.8％(平成28年度) 擦過傷・挫傷・打撲

傷8.5％(平成24年度)→13.7％(平成28年度)

だった。性別は、95％前後が女性、年代

は、20歳代30歳代で約半数を占めていた。

(P29) 

(３)エステティックサロンにおける健康被 

害実態調査 

日本美容皮膚科学会会員が所属する医療 

機関 166 施設から有効な回答を得，エステ

ティックによる健康被害の治療経験があっ

た 77 施設から 155 件の症例を収集した。 

 治療を受けた患者の属性は，女性が 146

件 (94.2%) 年代層は 20 歳代が 49 件

(31.6%)30 歳代が 39 件(25.2%)と 20歳から

30 歳代で 56.8%を占めた。 

 患者がエステティック施術を受けた目的

は，脱毛施術が 59 件(36.9%) スキンケア

施術が 33 件(20.6%)だった。その他は，ま

つ毛エクステンション等目の周りを対象と

した施術やホクロ取りなど本来エステティ

ックの施術ではないと思われるものだった。 

所見では，熱傷が多く 56 件(36.1%)ついで， 

接触皮膚炎が 43 件(27.7%) 色素沈着 23 

件(14.8%)だった。熱傷の原因として挙げら 

れていたのは，光を利用した脱毛とラジオ 

波，接触皮膚炎では，オーガニック化粧品 

やアロマオイルが目立った。(P30～P32) 

 

２．エステティック利用者背景調査 

(１)慢性疾患患者に対するアンケート調査 

●アトピー性皮膚炎患者アンケート調査  

東邦大学医療センター大森病院皮膚科 

アトピー外来において同意書及びアンケー

ト用紙を配布し，回収した。(回収総数33

名 うち女性27名) 年齢層は，30歳代が多

く平均年齢は36.2歳だった。アトピー性皮

膚炎の自己評価では，重症4件 中等症16件 

軽症13件だった。エステティックの経験を

有する患者は18件54.5％だった。中でも重

症と自己評価した患者4名のうち3名 中等

症で16名中9名が経験ありと回答した。  

エステティックの経験を有する患者が受け

た施術は，フェイシャル13件 30.2％ 脱毛

9件 20.9％だった。  

エステティックの施術を受けて皮膚トラブ

ルを経験したのは18件中8件44.4％ かぶれ

が5件と一番多いが，医者にかからず1週間

程度で治癒していることから軽症であるこ

とがうかがえる。(グラフ P２７)  

フリーコメントでは，自身の状態をきちん 

とエステティックの技術者に伝えてから施 

術を受けるなど慎重さがある半面，使用さ 

れている化粧品類の成分が明らかでないこ 

とに不安を覚えるなどのコメントもあっ 

た。(P33～P35) 

 

●糖尿病患者アンケート調査 

和歌山県及び東京都の医療機関の協力を

得て外来で治療を受けている糖尿病患者に

アンケートを依頼した。368件の回答を得

た。そのうち231件（62.8％）が女性の回

答だった。年齢層は60歳代32.3％，70歳代

31.5％と60歳以上が74％ 平均年齢65.5歳



だった。糖尿病歴は，1～5年が103件28％

6～10年82件22.3％と病歴10年以下が半数

を占めた。血糖値のコントロールは，368

件中334件で運動食餌療法，飲み薬，イン

シュリンによりコントロールできていると

回答した。現在かかえている皮膚に関する

トラブルは，かゆみ96件乾燥95件むくみ

39件 トラブルがないと思われるのは166

件だった。  

糖尿病を罹患した後エステティックを受け

た経験があると回答したのが34件だった。

この34件のうちエステティックを受ける前

に主治医に相談したのは34件中3件

（8.8％）相談しなかったのが34件中30件

（88.2％），エステティックを受ける際，

技術者に自身が糖尿病であることを申告し

たのは，34件中12件（35.3％），申告しな

かったのは34件中21件（61.8％）だった。  

受けたエステティックの種類は，フェイ

シャルエステティック19件脱毛7件痩身2件

で，皮膚トラブルを経験したのは4件（フ

ェイシャル3件，痩身1件）だった。  

糖尿病患者に対する安全性が確認された 

場合エステティック施術を受ける意向があ

るまたは現在エステティックを利用してい

るのが，50件13.6％ エステティックは高

額である，興味がない，高齢であるなどの

理由で意向なしとしたのが303件82.3％だ

った。(P36～P37) 

 

 

 

(２)エステティック営業施設利用者が持 

 つ疾患やアレルギー等に関する調査 

●営業施設対象アンケート調査(P38) 

エステティック営業施設２７９施設から回

答を得た。過去１年間に利用者から糖尿病

や高血圧などの疾患であるとの申し出を受

けたことがある施設は２７９件中１３５件

だった。疾患履歴は，更年期障害が１０６件

(38％) 高血圧が 66 件(23.7％) 糖尿病が

52 件(18.6％)(複数回答)だった。 

アレルギーの申し出を受けたのは 279 件

中 167 件だった。一番多かったのは花粉症

で 150 件 (53.8％ ) アトピーが 132 件

(47.3％) 金属が 85 件(30.5％)(複数回答)

だった。 

●利用者対象アンケート調査(P39～P41) 

エステティック営業施設 11 施設の利用者 

106 名(平均年齢 45.2%)から回答を得た。 

皮膚の状態(自己評価)では，皮膚がカサカサ

しやすい (50.0%)  皮膚が冷えやすい

(48.1%) 皮膚がかゆい(34.9%)と調査時期

が冬季であることから乾燥や冷えが多かっ

た。現在の体調では，良好 (6.6%) 普通

(69.8%) 不調(14.2%)だった。不調の種類

では，肩こり(72.6%) 冷え性(48.1%) 便

秘(27.4%)だった。体調が｢普通｣の回答でも

肩こりなどの不調があった。 

ストレスや身体疲労の状況は，どちらも 7

割以上の利用者が｢あり｣と回答している。 

体質・既往症等の有無では，アレルギーあ

りが 67 件 (63.2%) 疾患ありが 17 件

(16.0%)そのうち 10 件が高血圧だった。ア

レルギーの内訳は，花粉症 58.2% アトピ

ー20.9% 金属が 19.4%だった。 

 

３．機器及び手技、化粧品等の安全性調査 

(１)フェイシャルスキンケアの皮膚に対す

る影響試験 

フェイシャルエステティック施術が皮膚に与え

る影響について、健常女性 34 名の被験者に



エステティック業界の民間資格を有する技術

者 2 名(実務経験 20 年以上の技術者 1 名 実

務経験1年未満の技術者1名)が施術を提供、

施術前後の角層水分量、水分蒸散量、真皮

水分量を測定し、検証した。 

その結果、施術前後の医師の診察、角層水

分量、水分蒸散量、真皮水分量、すべて問題

となる事象はなかった。また、技術者の熟練度

の差による皮膚への影響については、有害事

象につながる兆候は見られなかった。 

(P42～P44) 

 

(２)ヒートマット皮膚安全性試験  

ヒートマットは，首から下をマットで包

み，中の電熱線が発熱して身体を温める用

途で主として痩身で使用されている。温度

設定は，おおむね40℃～70℃の間で数段階

設定，タイマーが装備されている機器が多

い。  

被験者は，健常女性20歳代5名50歳代5名平

均年齢42.3歳 腰部から下を包み込み10分

間施術を行った。被験者の臀部，ふくらは

ぎとヒートマットの間に温度計を挟み温度

上昇をモニターした。  

その結果，施術前後の温度は，臀部で被験

者10人平均4.37℃最大7.7℃ ふくらはぎで

被験者10人平均3.16℃最大7.2℃の上昇だ

った。最高温度も40℃弱，心拍数，血圧，

真皮水分量の数値とも有害事象につながる

事例は見られなかった。 （P45） 

 

 

 

 

 

 

(３)ＲＦ機器皮膚安全性試験(P46～P48) 

施術前後で角層水分量，水分蒸散量共に

異常は見られず，塗布したクリーム及びジ

ェルにより改善する例も見られた。 

皮膚の表面温度は，施術開始時から上昇

し施術終了直後から下がり始め2分後には

ほぼ施術前の温度に戻る傾向がみられた。

機器2台のうち1台(機器Ｂ)の温度上昇は緩

やかだったが，1台(機器Ａ)について施術開

始30秒以降において温度上昇が大きくなっ

た。表面温度の最高は，被験者3の左大腿

49.9℃だった。被験者1の左大腿では被験

者が熱さを訴え，施術後発赤がみられた。 

 

(４)営業施設対象使用機器アンケート調査 

エステティック営業施設２７９施設から 

回答を得た。提供しているサービス，導入し

ている美容機器，新しい美容機器を導入す

る際の安全性の確認方法を調査した。その

結果，提供サービスは，フェイシャルエステ

ティックが 274 件(98.2%)痩身エステティ

ック 137 件(49.1%)脱毛エステティック 81

件(29.0%)だった。導入されている美容機器

は，イオン導入 178 件(63.8%) キャビテー

ション(超音波)114件(40.9%) ラジオ波(高

周波)90 件(32.3%)美容ライト脱毛 60 件

(21.5%)だった。安全性の確認方法では，導

入前に実際に使用してみて確認が 205 件メ

ーカーの資料を見てが 162 件営業マンの説

明 11 件だった。（P49） 

 

(５)超音波機器の皮膚に対する影響試験 

 被験者 6 名 1 機種につき 4 例 のべ 12 例

の試験を行った。有害事象と考えられる事例

は見られなかった。角層水分量、水分蒸散量

ともに異常な数値はなく、皮膚表面温度は、施



術を行うと上昇するが、39℃を超えることはな

かった。機器 B において施術直後に発赤を伴

う丘疹がみられたが、有害事象に至るものでは

なかった。(P50～P52) 

 

４ 啓発資料 

(1)エステティック営業施設で使用される

機器類の安全性確保について 

エステティック営業施設で使用される機器は、 

医療機器ではなく美容を目的として作られたも

のが原則である。しかし、取扱説明書がないた

めの誤使用やメンテナンスが十分ではない業

者による故障などから健康被害の発生する可

能性があると考え、機器選定、検討、購入、使

用時の注意事項をまとめた。(P54～P55) 

 

(2)エステティック利用者背景の聞き取りによる

健康被害防止対策について 

健康被害のリスクが高い利用者に対し、通

常の施術ではなくリスクに合わせた施術を提

供することで健康被害の防止につながると考

え、昨年度の研究で行った「エステティック営

業施設利用者が持つアレルギーや疾患等に

関する調査」結果を踏まえ、「エステティック施

術の安全性向上のためのモデルカウンセリン

グシート（例）」及び聞き取った結果に対する施

術上の注意点を合わせて作成した。 

(P56～P64) 

 

(3)消費者対象啓発資料について 

別添のとおりわかりやすくすることを目的に 1 

ページにまとめた。(P65) 

 

 

 

 

Ⅱ エステティック施設の衛生管理

の徹底 

 

1．衛生管理に関する調査 

(1)衛生管理状況に関するアンケート調査 

エステティック 284 施設から有効な回答 

を得た。経営タイプは，個人経営の単店舗

(193 件 68.0％)が一番多く直営の多店舗は，

66 件(23.2％)だった。営業形態は，エステ

ティック専門店(173 件 60.9％) 化粧品店

と併設 32 件(11.3％)だった。提供している

サービスは，複数行っているケースが多く，

フェイシャルエステティックが 274 件

(98.2％) ボディエステティック 209 件

(74.9％)だった。 

衛生管理に必要な 21 項目については，21

項目すべてを実施していたのが 17 件

(6.0％) 80％に当たる 17 項目～20 項目を

実施していたのは 115 件(40.5％)だった。平

成 25 年度に実施した同様の調査との比較

では，17～20 項目で 10.6％増加していた。   

それぞれの項目では，器具類の消毒は概

ね 90％が実施していると回答しているが，

勉強会やチェックシートの実施率は低かっ

た。平成 25 年度に行った同様の調査との比

較では，「衛生管理責任者を決めている」が

13.3％増 「衛生管理のマニュアルがある」

が 15.6％増と，全体をコントロールする項

目で増加が見られた。 

1 日の業務の流れである出勤時，朝の清

掃後，施術前，施術中，施術後，器具類の洗

浄，消毒後等に分け，手指消毒の状況を「流

水と洗浄剤」｢消毒のみ｣｢流水，洗浄剤，消

毒｣｢何もしない｣の選択肢で回答してもら

った。 

出勤時は「流水と洗浄剤」140 件(50.2％)，



手洗い時間では，30 秒 83 件(29.2％)が多か

った。 

施術前では，「流水，洗浄剤，消毒」160

件，手洗い時間は，30 秒 80 件(28.2％)が多

かった。 

 施術後では，「流水と洗浄剤」133 件

(46.8％)，手洗い時間は，30 秒 74 件(26.1％)

が多かった。 

 器具類の洗浄，消毒後では「流水，洗浄剤，

消毒」145 件(51.1％)，手洗い時間は，1 分

74 件(26.1％)が多かった。 

また，従業員に異常があった場合の対応

は，体調の異常では，「すみやかに医療機

関を受診させ他者への感染のおそれがある

場合は治癒するまで休ませる」207件

(72.9%)と一番多く，平成25年度の調査と

比較して4.1%増加していた。爪の周りの異

常(傷，ささくれ，イボ，水泡等)があった

時の対応は，「施術を行わせない」158件

(55.6%)「手袋をして施術を行わせる」58

件(20.4%)だった。平成25年度の調査との

比較では，今回「施術を行わせない」が

7.6%減少，「手袋をして施術を行わせる」

が7%増加していた。（P66～P70） 

 

(2)施術用スチームタオル保管庫(ホットキ

ャビ)とスチームタオルの汚染状況調査 

保管庫試験結果 

保温庫内扉，カゴおよび保温庫外取手

には細菌による汚染がみられなかった。 

保管庫（ｃfu/ml） 

内扉 カゴ 取手 

10 10 10 

スチームタオル試験 

  使用前のスチームタオル１センチ立方

メートルより１０2～１０3 の細菌が検出

された。 

タオル(cfu/cm3) 

1 2 3 4 5 

680 3,360 470 1,280 1,000 

菌種同定のため１６SrRNA 遺伝子配

列解析を行った結果，芽胞形成菌である 

Bacillus 属に属する菌と高い相同性を示

した。（P71） 

 

(3) フェイシャル施術用スチームタオル保温庫

とスチームタオルの汚染状況調査 

●保温庫 内扉、表面、外側取手 

ほとんど汚染がみられなかった。 

cfu/ml 

 取手 表面 内部 

施設 A 10 0 0 

施設 B 0 0 0 

施設 C 0 0 0 

施設 D 0 0 0 

施設 E 0 0 10 

施設 F 0 0 30 

 

●施術用スチームタオル(P72) 

６施設中5施設より使用前のスチームタオ

ル１ｃｍ3より１０１～１０３の細菌が検出された。  

そのうち高温に耐える芽胞形成菌である 

Bacillus属の菌が検出された。  

施設Dでは免疫不全患者などに病原性を示す

Bacillus cereusの可能性がある菌が検出され

た。 

 

２．被施術者から施術者への細菌類の伝播 

に関する調査 

●施術者の手指細菌調査  

 



●施術者の手指細菌調査  

平成27年度 

(P73～P74)  

施術は，技術者2名 施術者1が被験者  

1，３，５ 施術者2が被験者２，４を担当 

した。施術前の手指細菌数は，10例平均で  

17.1個と手洗い消毒に問題はなかった。施  

術後施術者手指の菌数は，10例すべてで増  

加していた。10例の施術後の菌数増加は，  

平均約14.2倍だった。10例のうち8例か  

らメシチリン感受性黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌(MSSA)  

が検出され，院内感染の原因となるメシチ  

リン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）が施術  

後の手指から1例検出された。 

 

●被験者の顔面皮膚の細菌検査  

平成27年度         (P75～P76)  

被験者から検出された菌のほとんどは  

CNSであった。少量ではあるがとびひなど

の原因となる黄色ブドウ球菌が検出され

た。  

被験者５（12月4日）では施術後の鼻お  

よびあごから院内感染の原因となるMRSA  

が検出された。施術前の被験者顔面および  

施術者から検出されていないことから，被  

験者の鼻腔に存在しているものが顔面皮膚  

に付着した可能性も示唆された。  

●被験者顔面皮膚から施術者手指への細菌  

の伝播について  

いままでの研究においても被験者から施術

者手指への細菌類の伝播の可能性が高いと

思われる結果が出ていた。今回の調査で

は，パルスフィールド電気泳動法を利用し

て被験者顔面皮膚の細菌と施術者手指から

検出された細菌が同一の株かどうか確認し

た。その結果，被験者5(12月4日)の顔面よ

り分離されたMRSAと施術者１の手指から

分離されたMRSAは同一株だった。 

●施術者の手指細菌調査 

平成 28 年度        (P77～P78)  

施術は，技術者 2 名 施術者 1(技術熟練 

度高)が被験者 1，３，５，７，１１，１２  

施術者 2(技術熟練度低)が被験者２，４，６， 

８，９，１０を担当した。施術前の手指細 

菌数は，施術者２の６例中３例で S.aureus 

が検出された。施術後施術者手指の菌数は， 

１２例すべてで２~１０倍に増加していた。 

１２例のうち１例から，院内感染の原因と 

なるメシチリン耐性黄色ブドウ球菌 

（MRSA）が施術後の手指から検出された。 

●被験者の顔面皮膚の細菌検査 

平成 28年度        (P79～P80) 

被験者から検出された菌のほとんどは 

CNS であった。 

被験者４（12 月１4 日）では施術後の額 

から院内感染の原因となる MRSA が検出 

された。被験者４施術後の施術者手指から 

も同様にＭＲＳＡが検出された。また施術 

者の被験者４施術前手指からとびひなどの 

原因となるメチシリン感受性黄色ブドウ球 

菌（MSSA）が検出された。被験者４の施術 

後の顔面各所からも MSSA が検出された。 

●施術者の手指細菌調査 

平成29年度              (P81～P82) 

・11月22日 

①施術者１では施術前に比較して施術後の 

 方が圧倒的に菌数が多かったのに対し、 

施術者２では施術前にも数十～数百程 

度存在していた。 

②施術者１では被験者１、被験者３の施術 

 後でとびひなどの原因となるS.aureusが検 

出されたがほとんどがCNSであった。 



③施術者２では施術前後でCNSのみが検

出された。 

・12月13日 

①施術者１・２とも施術前後で皮膚の常在菌 

 であるコアグラーゼ陰性 

Staphylococcus(CNS) が検出された。ま 

た施術前後では施術後の方が菌数が多 

く、被験者由来の菌である可能性が示唆 

された。 

●被験者の顔面皮膚の細菌検査 

平成29年度                (P83) 

・11月22日 

①被験者1～３ではとびひなどの原因となる

MSSAが検出されたが、耐性菌である

MRSAは検出されなかった。 

・12月13日 

①被験者の顔面皮膚より病原性に関与する 

 菌は検出されなかった。 

 

●ヒートマットで施術した際の被験者から  

の機器への細菌類の伝播  

被験者１０名のうち１名で，下腿および機

器からCNSおよび腸内細菌が疑われる菌が

検出された。このことから，被験者の下腿

からの菌が施術後の機器表面に付着したと

考えられた。  

腸内細菌に関してはその他の被験者では検

出されていないことから，本被験者由来の

ものと考えられる。       (P84) 

 

 

 

 

 

 

 

３．手洗いの徹底に関する調査 

(1)エステティシャン・看護師手洗い比較試

験           （P86～P87） 

 ハンドソープのみの洗浄をしたグループ 

では看護師，エステティシャンとも菌数が 

増加する傾向がみられた。 

 ハンドソープと手指洗浄剤を用いたグル 

ープでは，看護師，エステティシャンとも 

手洗い後に菌数が減少する傾向がみられた。 

 

(2)手洗い啓発資料の作成 

養成施設講師のヒアリングにおいて施術

後の技術者の手洗いの教育が徹底されてい

ない実態が把握されたことから，いままで

収集したデータを活用して手洗い啓発用資

料を試作した。 

 

(3)エステティック技術者養成施設におけ

る手洗い方法啓発ツールに関するアンケ

ート調査 

正しい手洗いに関する啓発資料について

聞いたところ，「大変役に立った」43 件

(30.3%)「役に立った」60件(42.3%)と 7割

が役に立つと回答した。 

改善すべき点については，｢大きさが小さく 

倍の大きさにしてほしい｣，｢施術前後の写 

真に解説をつけて欲しい｣などの意見が寄 

せられた。        （P88～P92）  

 

(４)学生および講師の手洗い実験 

９ 講師および学生の手洗い実験 

●手洗いに関するアンケート調査結果 

1）指定された手洗い手順通りに手洗いが行え 

たかどうかの自己評価(VAS法) 

講師 平均8.26ｃｍ 学生 平均9.15㎝とど

ちらも指定通り洗えたと評価していた。 



2）いつもの手洗い時間との比較(VAS法) 

今回の手洗い時間は30秒だったが、講師 

平均7.35㎝ 学生5.63㎝と講師は普段より

長く感じていた。 

3）指定された手洗い手順のうち普段実行して

いない項目(複数回答) 

講師群では、「手のひらの上で指先を洗う」

50.0% 「親指を握るように洗う」46.7% 「手首の

上を洗う」30.0% 学生群では、「親指を握るよう

に洗う」65.4% 「手首の上まで洗う」38.5% 「手

のひらの上で指先を洗う」30.8% 普段実行して

いないと回答した。 

4）手洗いがおろそかになる状況(複数回答) 

施術後など特定の状況ではなく、「忙しい

時」や「水が冷たい」などの回答が多かった。 

（P93） 

●手洗い前後のハンドスタンプの菌数結果 

講師群では、手洗い前に比べ手洗い後 菌 

数が多い傾向があった。学生群では、手洗い

後の方が菌数が少ない傾向だった。（P94） 

 

(5) 手洗い啓発に関する検討(P96～P97) 

別添 改訂版「衛生管理は手洗いから」を作

成配布した。 

 

４．啓発資料 

(1)技術者養成施設における衛生管理教育

に関する実情についてのアンケート調査  

エステティックの技術者養成施設に衛生

管理教育の問題点等についてアンケートを

行ったところ，142件の回答を得た。回答し

たスクールは，理美容学校が一番多く，74

件(52.1％)次いで学校法人ではないスクー

ルが 36 件(25.4%)だった。衛生管理教育の

講師は，エステティック業界団体の民間資

格取得者が 116 件と一番多かった。医師，

獣医師，看護師，薬剤師，鍼灸師等の国家資

格を持つ講師が 18件だった。 

衛生管理教育の問題点としては，｢手洗い

を含めた衛生管理の実践がうまく出来てい

るかの判断が難しい｣38件(26.8%)，｢衛生基

準については，サロン内での役割別に必要

な衛生管理が分かると良い｣36 件(25.4%)

｢消毒薬や器材が不足していて衛生管理の

実践が正しく行えない｣32件(22.5%)だった。 

（P98）  

(2)技術者養成施設教員に対する聞き取り  

調査  

エステティック技術者の教育は，エステ

ティック業界が自主的に基準を策定し，養

成施設で教育を行っている。一定以上の教

育を修得した技術者に民間資格を付与して

いる。衛生管理教育の問題点を抽出して解

決することにより，さらに教育を充実させ

ることを目的としてヒアリングを行った。  

その結果，10年前に比べて生徒のメンタル

が弱い，自分で考えて問題解決するなど 

考える力が弱いなど生徒の質が変化してき

ており，養成施設側としても生徒のケアや

教え方を変化せざるを得ない。また，養成

施設できちんと衛生管理を教育しても，エ

ステティック施設に実習に行くと衛生管理

がないがしろにされていて生徒が混乱する

など教育の場と営業の現場のギャップがあ

るなど問題点が抽出された。 

 

(3)施設の衛生管理に関する啓発についての

検討 

別添「エステティック営業施設向け啓発資 

料」を作成配布した。(P99～P102) 

 

 



Ｄ．考察 

 

エステティック施術は本来心身が健康な 

人に手技，化粧品，機器を使用して施術を 

提供するものであるが，利用者背景につい 

ては規制がなく種々の目的で多くの人が利 

用する可能性がある。施術の組み合わせは， 

施設によりきめられた工程で進行すること 

が予想され，顧客の状況や条件で変更する 

技量が施術者に備わっているかどうか疑問 

である。既に報告したとおり施術による健 

康被害は，皮膚障害，熱傷が主であるが， 

原因究明がなされることは難しい。 

国民生活センターの危害情報及び皮膚科 

医師のアンケートにおいて健康被害は，皮

膚障害，熱傷が主であることは変わらなか

った。皮膚障害の対策は難しいが、アトピー

性皮膚炎などのリスクを持つ利用者の健康

被害を防ぐために施術前に利用者背景の聞

き取りを徹底し、施術の組み立てに生かす

ことが重要と考えている。熱傷については、

機器類による通常の使用方法を逸脱する、

メンテナンス不足による故障などの原因が

考えらることから機器使用の際の注意事項

を徹底する必要がある。         

 衛生学的調査では，技術者の手を介した 

細菌類の伝播が起こり、手洗いも十分では 

ないケースもあり、手洗いの徹底を目的に 

現場の意見を取り入れて啓発資料を検討し 

た。エステティック営業施設の衛生管理状 

況に関する調査では，衛生管理に必要な 21 

項目について十分に実施されていないこと 

から、徹底するための資料の検討を行った。 

 

 

 

Ｅ．結論 

エステティック施術は本来心身が健康な人

に手技，化粧品，機器を使用して癒しを提供

するものであるが，利用者背景については

規制がなく種々の目的で多くの人が利用す

る可能性がある。既に報告した通り施術に

よる健康被害は，皮膚障害，熱傷が主である

が，原因は多岐にわたると考えられ、さらに

正確な情報が得にくいこともあり、原因と

思われる項目を一つひとつ指導していくこ

とが健康被害防止に役立つと考えた。今年

度は、3 年計画の最終年としてこれまでの

研究で得た成果をもとに、エステティック

営業者、消費者向け啓発資料を作成公表し

た。啓発資料の内容は以下の通り。 

・カウンセリングシート(例)：高齢化社会に

より利用者の年齢が上がっていく

と思われるので、健康被害を増や

さないために慢性疾患やアレルギ

ーなどの利用者背景の聞き取りを

徹底し施術の組み立てに活用する

ため「カウンセリングシート(例)」

と聞き取った結果による施術上の

注意点を作成した。 

・エステティック機器の安全性確保：熱傷

の多くは、機器を原因とするもの

があり、通常の使用方法を逸脱、誤

使用、故障などが考えられ、機器使

用者である技術者(エステティシ

ャン)に正しい機器選定、検討、購

入、使用時の注意事項をまとめた。 

・エステティック営業施設 衛生管理のポ

イント：エステティック営業施設

対象のアンケート調査で「衛生管

理に必要な 21 項目」の実施率の低

い項目について実施するための方



法を解説、これまでの研究で収集

したデータの中から施設の環境や

スチームタオルなど注意すべき項

目をまとめた。 

・改訂版「衛生管理は手洗いから」：施術の

より被施術者の皮膚から細菌類が

施術者の手指に伝播することから、

手洗いを徹底するために手洗い指

導ツールを作成した。 

・「エステティックによる健康被害にあわ

ないために」：消費者対象の啓発資

料。安全な施術であっても被施術

者の体調や体質によっては健康被

害につながるおそれがあり、技術

者の教育と同時に消費者に施術を

受ける前に自身の体調や体質を技

術者に正確に伝えるとともに施術

を受けている最中に違和感を感じ

たらすぐ申し出るよう啓発する。 

毎年エステティック施術による健康被害 

が国民生活センターに報告されている状況を

把握してその原因調査をしていく中で、安全な

施術提供を目的として具体的に施術者への教

育体制を整えている現状である。同時に利用

者側にも自身のために安全施術の提供を受け

るように啓発を図る必要性を感じている。法的

規制が十分でないエステティック施術では、対

象範囲が広いことから安全性の確認されてい

ない機器や技術が導入されやすい環境にある。

今後も機器や技術の安全性の検討を続け、施

術者、経営者対象のみでなく利用者の教育に

も力を入れていきたい。 

 

 

 

 

F 健康危害情報 

   なし 

 

G 研究発表 

●20160806-07 第 34 回日本美容皮膚科学 

会・学術大会    

｢エステティック施術による身体への危害防止

への取り組み（被施術者背景を探る）｣ 

○関東裕美，鷲崎久美子（東邦大・大森） 

古川福実，山本有紀（和歌山県立医大） 

 

●20170311-0312 第 460 回日本皮膚科学会

大阪地方会 

｢エステティック施術による健康被害軽減

への取り組み（利用者背景を探る）｣ 

○関東裕美，鷲崎久美子（東邦大・大森） 

古川福実，山本有紀（和歌山県立医大） 

 

●20170905 第 11 回エステティック学術会

議 

○関東裕美，鷲崎久美子（東邦大・大森） 

古川福実，山本有紀（和歌山県立医大） 

 

H 知的財産権の出願・登録状況 

   なし 
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エステティックサロンにおける健康被害実態調査 アンケート調査票 

お名前                 所属機関名                  ご連絡先(ｅ-mail又は FAX番号)                     

                          ➥機関全体の症例をご回答ください。(機関に複数会員が所属している場合お手数ですがまとめてお願いいたします。) 

Ｑ１ エステティックサロン(美容医療、理美容室除く)で健康被害を受けた患者の治療経験はありますか? 

Ａ 有 (下記の表へご記入いただき，４ページＱ２の回答をお願いいたします。) ※症例数が多い場合は、この用紙をコピーのうえご記入いただきますようお願い申し上げます。 

Ｂ 無 (４ページＱ２の回答をお願いいたします。) 

  症例１（     年   月頃） 症例 2（     年   月頃） 症例 3（     年   月頃） 症例 4（     年   月頃） 

年齢 性別 （       才） (①男    ②女) （       才） (①男    ②女) （       才） (①男    ②女) (       才) (①男    ②女) 

患者がエステティックサロ

ンで受けた施術の目的 

①スキンケア ②シミ取り ③しわ取り  

④美白  ⑤にきび  ⑥脱毛  ⑦痩身  

⑧その他（                  ） 

①スキンケア ②シミ取り ③しわ取り  

④美白  ⑤にきび  ⑥脱毛  ⑦痩身  

⑧その他（                  ） 

①スキンケア ②シミ取り ③しわ取り  

④美白  ⑤にきび  ⑥脱毛  ⑦痩身  

⑧その他（                  ） 

①スキンケア ②シミ取り ③しわ取り  

④美白  ⑤にきび  ⑥脱毛  ⑦痩身  

⑧その他（                  ） 

所  見 

①接触皮膚炎  ②ウイルス・細菌感染  

③熱傷  ④色素沈着   

⑤その他 (               ) 

①接触皮膚炎  ②ウイルス・細菌感染  

③熱傷  ④色素沈着   

⑤その他 (               ) 

①接触皮膚炎  ②ウイルス・細菌感染  

③熱傷  ④色素沈着   

⑤その他 (               ) 

①接触皮膚炎  ②ウイルス・細菌感染  

③熱傷  ④色素沈着   

⑤その他 (               ) 

部  位 ・頭部   ・顔面  ・頸部  ・体幹  ・四肢 ・頭部   ・顔面  ・頸部  ・体幹  ・四肢 ・頭部   ・顔面  ・頸部  ・体幹  ・四肢 ・頭部   ・顔面  ・頸部  ・体幹  ・四肢 

原因と思われるもの 

①光を使用した脱毛    ②イオン導入   

③キャビテーション(超音波)   

④ラジオ波(高周波)   

⑤吸引(カッピング)   

⑥冷却痩身        

⑧アロマオイル   

⑨自然派化粧品(オーガニック)   

⑩海外化粧品(以下からお選びください。)   

・アメリカ ・ヨーロッパ ・韓国  ・中国  

・その他(                )   

⑪その他(                    ) 

①光を使用した脱毛    ②イオン導入   

③キャビテーション(超音波)   

④ラジオ波(高周波)   

⑤吸引(カッピング)   

⑥冷却痩身        

⑧アロマオイル   

⑨自然派化粧品(オーガニック)   

⑩海外化粧品(以下からお選びください。)   

・アメリカ ・ヨーロッパ ・韓国  ・中国  

・その他(                )   

⑪その他(                    ) 

①光を使用した脱毛    ②イオン導入   

③キャビテーション(超音波)   

④ラジオ波(高周波)   

⑤吸引(カッピング)   

⑥冷却痩身        

⑧アロマオイル   

⑨自然派化粧品(オーガニック)   

⑩海外化粧品(以下からお選びください。)   

・アメリカ ・ヨーロッパ ・韓国  ・中国  

・その他(                )   

⑪その他(                    ) 

①光を使用した脱毛    ②イオン導入   

③キャビテーション(超音波)   

④ラジオ波(高周波)   

⑤吸引(カッピング)   

⑥冷却痩身        

⑧アロマオイル   

⑨自然派化粧品(オーガニック)   

⑩海外化粧品(以下からお選びください。)   

・アメリカ ・ヨーロッパ ・韓国  ・中国  

・その他(                )   

⑪その他(                    ) 

貴

施

設

に

お

け

る 

治療の有無 ①有      ②無 ①有     ②無 ①有     ②無 ①有     ②無 

内 容 
①指導のみ ②検査 ③投薬 ④手術 

⑤その他（                 ） 

①指導のみ ②検査 ③投薬 ④手術 

⑤その他（                 ） 

①指導のみ ②検査 ③投薬 ④手術 

⑤その他（                 ） 

①指導のみ ②検査 ③投薬 ④手術 

⑤その他（                 ） 

治療期間（日数） 入院     日 ・ 外来     日 入院     日 ・ 外来     日 入院     日 ・ 外来     日 入院     日 ・ 外来     日 

転  帰 ①治癒 ②軽快 ③不変 ④悪化 ⑤不明 ①治癒 ②軽快 ③不変 ④悪化 ⑤不明 ①治癒 ②軽快 ③不変 ④悪化 ⑤不明 ①治癒 ②軽快 ③不変 ④悪化 ⑤不明 



 

 

 









資料‐4
独立行政法人国民生活センター　PIO-NET(平成24年度～28年度)

｢エステティック｣カテゴリー　危害相談　集計結果
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資料‐5

健康被害の有無
回収総数 166 155 有 77 46.4%

無 89 53.6%
合計 166

性別
女性 146 94.2%
男性 7 4.5%
不明 2 1.3%
合計 155

症例数

エステティックサロンにおける健康被害　実態調査　結果

14件(9.0％)

5件(3.2％)
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患者の年齢(n=155件)

接触皮膚炎

43件(27.7%)

皮膚感染症 8

件(5.2%)熱傷 56件

(36.1%)

色素沈着 23件

(14.8%)

その他 23件

(14.8%)

不明 2件(1.3%)

所見(n=155件)

22件(14.2%)

4件(2.6%)

5件(3.2%)

12件(7.7%)

12件(7.7%)

13件(8.4%)

33件(21.3%)

59件(38.1%)

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

にきび

しわ取り

美白

痩身

シミ取り

スキンケア

脱毛

施術の目的(n=155件 複数回答)



その他
冷却痩身

吸引

手技

ラジオ波

ｎ

1件

0.6%

27件

17.4%

127件

81.9%

0 50 100 150

不明

無

有

治療の有無(n=155件) その他 26

件(16.0%)

手術 1件

(0.6%)

投薬 106

件(65.4%)

検査 7件

(4.3%)

指導のみ

22件(13.6

件)

治療内容(複数回答)

治癒 53

件

(34.2%)

軽快 67

件

(43.2%)

不変 10件
(6.5%)

悪化 2件
(1.3%)

その他 1

件(0.6%)
不明 22件
(14.2%)

転帰(n=155件)

7日以内

68件

(43.9％)

8～14日

22件

(14.2％)

15～30

日 17件

(11.0％)

31日以

上 11件

(7.1％)

未回答

37件

(23.9％)

治療期間(n=155件)

12件(7.7%)

2件(1.3%)

2件(1.3%)

4件(2.6%)

4件(2.6%)

4件(2.6%)

7件(4.5%)

9件(5.8%)

9件(5.8%)

15件(9.7%)

19件(12.3%)

22件(14.2%)

60件(38.7%)

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

冷却痩身

海外化粧品

吸引

キャビテーション

イオン導入

手技

アロマオイル

ラジオ波

オーガニック化粧品

その他化粧品

その他機器

光を利用した脱毛

健康被害の原因(n=155件 複数回答)



その他

冷却痩身

ラジオ波

ｎ

その他

ラジオ波

手技

7日以内
8～14日
15～30日
31日以上
未回答

2件(3.6%)

1件(1.8%)

1件(1.8%)

2件(3.6%)

2件(3.6%)

5件(8.9%)

10件(17.9%)

33件(58.9%)

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

キャビテーション

オーガニック化粧品

冷却痩身

その他化粧品

ラジオ波

その他機器

光を利用した脱毛

熱傷の原因(n=56件)

5件(11.6%)

1件(2.3%)

1件(2.3%)

1件(2.3%)

2件(4.7%)

3件(7.0%)

4件(9.3%)

6件(14.0%)

9件(20.9%)

10件(23.3%)

10件(23.3%)

0 2 4 6 8 10 12

その他

その他機器

海外化粧品

キャビテーション

ラジオ波

イオン導入

手技

アロマオイル

光を利用した脱毛

その他化粧品

オーガニック化粧品

接触皮膚炎の原因(n=43件 複数回答)



回収総数 33名 年齢層 平均年齢 36.2歳
女性 27名 10歳代 1名 あり 18件 54.5%
男性 6名 20歳代 4名 なし 15件 45.5%

30歳代 20名
40歳代 6名
50歳代 2名

問2
年齢

10代
20代
30代
40代
50代

合計

33
問３-1
皮膚症状
①重症

4
12.1%

慢性疾患患者に対するアンケート調査結果(アトピー性皮膚炎患者)

エステティックの経験

0 2 4 6 8 10 12 14 

顔中心だから 

その他 

治療しても治らないから 

セルフコントロールが出来るから 

範囲が広いから 

治療すると軽快するから 

顔中心だか

ら 
その他 

治療しても

治らないか

ら 

セルフコン

トロールが

出来るから 

範囲が広い

から 

治療すると

軽快するか

ら 

重症(4件)   1 2   2   

中等症(16件) 1 1 3 2 11 6 

軽症(13件)   1 1 5   7 

アトピー性皮膚炎自己評価(n=33件 複数回答) 

重症(4件) 

中等症(16件) 

軽症(13件) 

9.3％(4件) 

11.6％(5件) 

14.0％(6件) 

14.0％(6件) 

20.9％(9件) 

30.2％(13件) 

0 2 4 6 8 10 12 14 

その他 

痩身エステ 

ネイル 

ハンドマッサージ 

脱毛 

フェイシャル 

経験した施術の内訳(複数回答 n=43件)  



問３-2
なぜそのように思われているか？

治療しても治らないから
範囲が広いから
顔中心だから
治療すると軽快するから

範囲が狭いから
その他

合計

1

問４-2

フェイシャル
ハンドマッサージ
ネイル
痩身エステ
脱毛
その他

その他
痩身エステ
ネイル
ハンドマッサージ
脱毛

0件 

0件 

1件 

7件 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 

エステサロンから医療機関を紹介されて受診した 

自分で医療機関をさがして受診した 

自分のかかりつけの医療機関で受診した 

何もせずに軽快した 

トラブルがあった時の対処法(n=8件) 

1件 

1件 

5件 

1件 

0 1 2 3 4 5 6 

2～3日 

4～5日 

1週間 

1～2週間 

治癒するまでの期間(n=8件) 

有44％

(8件) 
無56％

(10件) 

施術による皮膚トラブル経験 

(ｎ=18件) 

3件 

1件 

1件 

5件 

0 2 4 6 

その他 

にきび 

やけど 

かぶれ 

皮膚トラブルの内訳(複数回答n=9件) 



・アルコール系が入っているものなどあわないとかゆくなります。薬も飲んでいるので1週間で体
の方はなおります。顔は別。

・フェイシャルエステは年に1、2度受ける程度ですが、まつ毛パーマはよく美容室でかけます。リ
スクがあるのは知っていますが、メークが楽になるので、ついついかけてしまいます。

・肌の状況がくわしく聞けたので良かったです

慢性疾患患者に対するアンケート調査結果(アトピー性皮膚炎患者)

フリーコメント

・顔に症状がでにくいのでエステ時にはあまり困ることがない。首元などがあれている時はさける
などきちんと対応してもらえている

・今までエステティックの施術を受けたことがない為よくわからないのですが、効果の根拠等は
しっかり確認したほうが良いと思います。

・今のところ必要としていないので行こうと思った事がないです。

・ひどい時は絶対受けたくないので、最近は難しいし何かあると恐いのであまり興味はない。

・精神科の薬の副作用で、にきび、ふきでもの等の症状があります。エステのトラブルはTV等で
耳にしますが、高級だし自分に合ってなくて肌に一生残る様なトラブルでは済まされない事があ
ると他人事とは思えません。

・自分の症状では病院以外で治療しようとは思いませんでした。いままでエステティック施術をう
けたことはないです。

・危ない時もあったと思います。都度都度施術する方ときっちり話をして施術してなければ、私も
やけどetcあったと思うと恐いです。現在はリラクゼーション目的のみで通っていますが、やはりそ
の日その日の体調をしっかり聞いてくれるサロン以外での施術はこわいの一言です。中国、韓国
の方々がやっているサロンには絶対行ってはダメだと思います。

・器具や薬品的なものを用いることには不安を感じます。

・ゼリーなど何が入っているか不明なので少し不安

・皮ふ状態が良い時に信頼できるサロンで施術するとリラックスでき明るい気分になります。トラ
ブル防止のためにも自分の症状を正しく伝えられるようにしています。サロン側の知識と理解状
況により、改善されることを期待します。

・アトピーについては医療機関のみを今後も利用する予定です。

・パーマ液でかぶれたことがあるからまつげエクステ等は興味があっても、できない。エステに
行って皮膚に異常が出たら嫌だ。又、こわいと思う。

・そんなに症状は強くないので、エステなども利用しますがトラブルを抱えている分施術後は少し
不安がある時もあります。できるだけ、皮ふ科で行えるものは専門医に診てもらえると安心です。

・皮ふ症状が悪化する可能性を考えるとエステティックを受けることはないと思う。

・エステ体験してみたい気もするが。皮ふ状態が良くないため諦めている。



回収総数 368 １　ない 333
1.　男性 136 ２　ある 34
2.　女性 231 ３　未回答 1
3.　未回答 1 368

慢性疾患患者に対するアンケート調査結果（糖尿病患者）

エスティックの経験

5件1.4% 

2件0.5% 

37件10.1% 

116件31.5% 

118件32.1% 

53件

14.4％ 

21件5.7% 

11件3.0% 

3件0.8% 

2件0.5％ 

0 50 100 150 

回答なし 

90歳代 

80歳代 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

10歳代 

回答者の年齢層(ｎ=368件) 

16件4.3% 

16件4.3% 

28件7.6% 

20件5.4% 

60件16.3% 

43件11.7% 

82件22.3% 

103件28.0％ 

0 50 100 150 

回答なし 

31年以上 

26～30年 

21～25年 

16～20年 

11～15年 

6～10年 

1～5年 

回答者の糖尿病歴(ｎ=368件) 

6件 

1件 

28件 

92件 

225件 

87件 

0 50 100 150 200 250 

未回答 

その他 

コントロールできていない 

インシュリンでコントロール 

飲み薬でコントロール 

運動食餌療法でコントロール 

糖尿病の程度(ｎ=368件)複数回答 

166件 

18件 

39件 

4件 

43件 

95件 

96件 

0 50 100 150 200 

なし 

その他 

むくみ 

ニキビ 

たこ・うおのめ 

乾燥 

かゆみ 

皮膚トラブル(n=368)複数回答 

相談した3

件8.8％ 

相談しな

かった 30

件88.2％ 

未回答 1

件2.9％ 

エステティックを受ける前に主治医に

相談(n=34件) 

申告した 

12件

35.3％ 申告しな

かった 21

件61.8％ 

未回答 1

件2.9％ 

ｴｽﾃﾃｨｯｸ技術者への糖尿病であるこ

との申告(n=34件) 



無 30
有 4 ↴

・値段が高いところと安いところとありそう
と知りました。 ・具体的イメージがわかない

皮膚トラブルの有無

・気分のよいエステティックがあれば

・赤くはれた
・かゆみ
・はれ
・顔が赤くなり痛くなった

皮膚トラブルの内容

・エステを受けたことはないけれど薬局で売られてい
るお家でエステっぽいのできるやつ（蒸気で目の疲れ
を取る）でも、糖尿病患者の使用は控えるようにと書
かれているのは仕方ないかもしれないけれど悲しい。

・エステは高いから受けたいと思いません

・エステに興味がありません

・年だからやりたくない。若ければやりたい。
・エステを受けて被害が出るとは考えてもいなかった
ので、自分が受けるときはきちんと相談しないとだめ
なのだ

・もっと若い頃は興味があったが今の年では考えたこ
とがない。

・心身のリラックスの為にもいずれ受けてみたいと思
います。

・もっと若い頃は興味があったが今の年では考えたこ
とがない。

・時間が無いので行けない事が多いと思う。むくみや
乾燥を改善出来たら良いかなと思う。
・腰痛、肩こりの解消及びリラックス効果があるので
従来のマッサージよりエステのオイルマッサージが好
きです。
・受けるのはリラックス出来て満足感があります。しか
し金銭のかかる事も多く、化粧品を買うよう勧められ
る等、私の場合はそれが負担になりました。

・もっと若い時ならと思います

・美白のエステをしてみたい

・シミ、シワを予防したい

・高額ではない優良な痩身の手伝いをしてくれるとこ
ろがあれば通ってみたい
・ﾎﾞﾃﾞｨﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄを受けてみたいです。（たるみ、顔、

フリーコメント
・高額なので必要ないと思う・受けられる環境にない
・エステにお金をかけるつもりはない

・サウナスーツを着たり色々なジェルを塗ったりしても
食事管理が出来なければ無理だと痛感しました。自
分の意識の問題で他力では無理だと結論。

フェイシャル19

件 

痩身2件 

脱毛7件 

その他

5件 

受けた施術の種類（n=34件）複数回答 

思う50件

13.6％ 

思わない 303

件82.3％ 

未回答15件

4.1％ 

糖尿病患者に対する安全性が確認されたら定期的

に受けてみたいと思うかどうか（n=368件） 

↴ 



資料‐8

エステティック営業施設利用者が持つアレルギーや疾患等に関する
調査結果(営業施設対象)

9件(3.2%)

33件(11.6%)

54件(19.0%)

57件(20.1%)

57件(20.1%)

63件(22.2%)

64件(22.5%)

87件(30.6%)

134件(47.2%)

153件(53.9%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

ラテックス

薬物

食物

蕁麻疹

光線過敏

化粧品

喘息

金属

アトピー

花粉症

顧客のアレルギーの申告を受けた経験(複数回答n=284件)

17件(6.0%)

22件(7.7%)

24件(8.5%)

25件(8.8%)

52件(18.3%)

58件(20.4%)

66件(23.2%)

107件(37.7%)

0 20 40 60 80 100 120

リンパ浮腫

心臓病

悪性腫瘍

膠原病

糖尿病

精神疾患

高血圧

更年期障害

顧客の疾患等の申告を受けた経験(複数回答n=284件)



回収総数 106
男性 2
女性 104
平均年齢 45.2

（エステティック施術の安全性向上のためのアンケート調査)
エステティック営業施設利用者が持つアレルギーや疾患等に関する調査結果(利用者対象)

15件(14.2%)

19件(17.9%)

20件(18.9%)

22件(20.8%)

33件(31.1%)

37件(34.9%)

51件(48.1%)

53件(50.0%)

0 10 20 30 40 50 60

冬にはあかぎれがある

発疹が出やすい

皮膚がほてりやすい

おできや吹き出物・ニキビが出やすい

季節の変わり目に不調になる

皮膚がかゆい

皮膚が冷えやすい

皮膚がカサカサしやすい

皮膚の自己評価(n=１０６件複数回答)

良好 7件

(6.6%)

普通 74件

(69.8%)

不調 15件

(14.2%)

不明 10件

(9.4%)

現在の体調(n=106件)

4件(3.8%)

7件(6.6%)

9件(8.5%)

9件(8.5%)

10件(9.4%)

10件(9.4%)

11件(10.4%)

11件(10.4%)

11件(10.4%)

15件(14.2%)

29件(27.4%)

51件(48.1%)

77件(72.6%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

神経過敏

貧血

不眠

婦人科

胃腸

高血圧

低血圧

生理不順

更年期

便秘

冷え性

肩こり

不調の種類(n=106件複数回答)



99件(93.4%)

89件（84.0%）

39件（36.8%）

7件（6.6%)

17件（16.0％）

67件（63.2%）

0 20 40 60 80 100 120

健康被害の有無

疾患の有無

アレルギーの有無

体質・既往症等(n=106件)

あり

なし

1件 2件

29件
(27.4%)

28件
(26.4%)

76件
(71.7%)

76件
(71.7%)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

身体疲労 ストレス

ストレスや身体疲労の状態

(n=106件)

不明

なし

あり

39件(36.8%)

89件(84.0%)
99件(93.4%)

67件(63.2%)

17件(16.0%) 7件(6.6%)
0

20

40

60

80

100

120

ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患

健
康
被
害

体質・既往症等の有無(n=106件)

なし

あり

1件（1.5％）

5件（7.5％）

6件（9.0％）

8件（11.9％）

9件（13.4％）

9件（13.4％）

12件（17.9％）

13件（19.4％）

14件（20.9％）

39件（58.2%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

ラテックス

光線過敏

薬

食物

喘息

蕁麻疹

化粧品

金属

アトピー

花粉症

アレルギー内訳（n=67件複数回答）



★施術を受ける事で不安なこと(フリーアンサー)

機械？などの知識がない
ので説明して頂けると嬉
しいです。

結果が出るまでトータル
でいくらかかるかが不安
です。

体調によりかゆみ等の症
状がでる体質であり、事
前に数回試すことができ
ればと思う事があります。

ブラシの施術がダメで
す。

・値段が高いのではない
か　・押し売りされないか

高い契約をおしつけられ
ないか心配。

高い契約をされないか不
安です。

押し売りをされないか。

肌に合った施術であるか
どうかの説明がよく分ら
ない時がある。図で説明
を受けた時はよく分りまし
た。

自分に化粧品が合うか

フェイシャルを受ける時
やその後で、肌のほてり
や、ヒリつき、化粧品が合
わなかったら・・・という不
安は少しありますが、今
までそれで後日かぶれた
事などはありません。

商品の説明をしっかり聞
きたいです。（他のサロン
では商品をたくさん買わ
された）

化粧品等の香料で口内
や喉がしびれてくる。気
分が悪くなることがある。

めまいがあるので長い時
間のエステは不安です。

アレルギーがあるので化
粧品選びなど、知識を教
えてくれるエステサロンが
良いと思う。

エステを受けて５年以上
になるが、今後それに伴
う未知の何かが起こるか
心配。

Ｑ４　全身ボディを受けま
した。その後　言葉に出
せないくらいしんどくなり
ました。回復するのに1日
かかりました。全身のボ
ディは不安です。

肌の調子が悪い時のエ
ステは、行きたいけど行
きにくい・・・ってなる。

「使用するオイルやタオ
ル等で皮膚がかゆくなら
ないか」がまずはじめに
不安になります。



フェイシャルスキンケアの皮膚に対する影響試験 3年間まとめ 

 

 

 

健常者群に施行したフェイシャルエステの結果、接触皮膚炎などの有害事象はなく、過敏皮膚に関しては施術による皮膚障害の可能性はあるが、通

常の手順や使用方法を逸脱しなければ施術に問題はないと考える。 

年齢と角層水分量、TEWL を施術前後で比較した結果、頬、鼻翼の角層水分量比及び頬の TEWL 比（施術後の測定値/施術前の測定値）に優位な

相関（p<0.05、Speaman）を認め、角層水分量比及び TEWL 比は年齢に応じて高くなっていた（Fig.1）。以上より、限られた部位ではあるが、高齢者の

方が施術により、角層水分量が高くなるなど効果も出やすい反面、TEWL も高くなり、バリア機能低下などの影響も受けやすいと考えた。 

 また、20 年以上の経験のある熟練者と、経験年数の浅い技術者で、施術による皮膚への影響を比較した結果、年齢で影響のあった頬に関して、経験

年数の浅い技術者のみに角層水分量比と TEWL 比に相関（p<0.05、Speaman）が認められた（Fig.2）。以上から、熟練者と比較して、経験年数の浅い

技術者では施術の効果を高めるにあたり、バリア機能に関してもより大きな影響を与えている可能性がある。 

 さらに、2 例の TEWL 比において多くの被検者と異なるデータを示したことから、化粧品、エステティック施術により、想定外の反応を起こす人がいるこ

とも踏まえ、施術に当たるよう指導する必要があると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

   

Fig.1 被験者の年齢と角層水分量比及び TEWL比との相関 

 



  

Fig.2 施術者の経験年数による角層水分量比と TEWL比の相関 



フェイシャルスキンケアの皮膚に対する影響試験結果
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ヒートマット皮膚安全性試験結果
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RF機器皮膚安全性試験結果
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有効回答数 284

エステティック営業施設　使用機器調査結果
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イオン導入
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年齢 性別 右腹部 左腹部
1 46 F 機器Ａ　 機器Ｂ
2 40 F 機器Ｃ 機器Ａ　
3 29 F 機器Ｂ 機器Ｃ　
4 31 F 機器Ａ　 機器Ｂ
5 23 F 機器Ｃ 機器Ａ　
6 34 F 機器Ｂ 機器Ｃ　

超音波機器皮膚安全性試験結果

被験者及び対象機器
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1 4 7

2 5 8

3 6

●あなたの体調についてあてはまる項目すべてに○をつけてください。

★ ⇒

★ ★

薬　物 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・風邪薬　・湿布薬　・抗生物質
・鎮痛解熱剤　・その他（　　　　　）

ラテックス 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・ゴム手袋　　　・輪ゴム
その他（　　　　　　　）

光線過敏 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・外因性（香料、湿布薬等）
・内因性

食　物 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・卵　・牛乳　・大豆　・小麦
・甲殻類　　その他（　　　　　　）

※化粧品の種類やメーカーが分かればご記入ください。 種　類 メーカー

金　属 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・ニッケル　　・コバルト　・クロム
・その他（　　　　　　　　　　　　）

蕁麻疹 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

化粧品 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・香料　　　・色素　　　・ﾊﾟﾗﾍﾞﾝ
・ﾍｱﾀﾞｲの染料（PPDA）
その他（　　　　　　　　　　　）

喘　息 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・ﾊｳｽﾀﾞｽﾄ　・ダニ　・カビ　・ペット
その他(　　　　　　　　　　　)

アトピー
性皮膚炎

　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・重度

Ｑ２　アレルギーについてお伺いします。

●アレルギーの有無　　 ・なし ・あり⇒※下記のあてはまる項目全てに○をしてください。

いつ頃から 症状（あてはまるものすべてに○）
現在の状況（あてはまるも
のすべてに○）

原因物質

身体疲労 ・ほとんどない ・軽度 ・重度 ストレス ・ほとんどない ・軽度

花粉症 　　　　年前
・発疹　・発赤　・水ぶくれ　・かゆみ　・せき
・鼻水　・くしゃみ　・痛み　・その他（　　　　　　）

・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・スギ　・ヒノキ　・ブタクサ
その他(　　　　　　　　　　)

・頭痛 ・ほてり

・更年期 ・腰痛 ・不眠 ・貧血 ・高血圧 ・息切れ

・低血圧 ・めまい その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

皮膚がカサカサしやすい 皮膚が冷えやすい

・良好　 ・普通 ・不調⇒ ・冷え ・肩こり ・胃腸 ・便秘
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エステティック施術の安全性向上のためのモデルカウンセリングシート(例)

Ｑ１　あなたの体調などについてお伺いします。

●あなたの皮膚状態についてあてはまるものすべてに○をつけてください。

発疹が出やすい 皮膚がかゆい 皮膚がほてりやすい

おできや吹き出物・ニキビが出やすい 冬にはあかぎれがある 季節の変わり目に不調になる



Ｑ３　慢性疾患についてお伺いします。差し支えない範囲で回答をお願いします。

●疾患の有無　　 ・なし ・あり⇒※下記のあてはまる項目全てに○をしてください。

いつ頃から 症状の自己評価 現在の状況 疾患による日常生活への影響

糖尿病 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

高血圧 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

心臓病 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

悪性腫瘍 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

リンパ浮腫 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

膠原病 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　　・なし
※内容（　　　　　　　　　　）

いつ頃から 症状の自己評価 現在の状況 疾患による日常生活への影響

更年期障害 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　・なし
※内容（　　　　　　　　　）

精神疾患 　　　　年前 ・重症　　・中等症　　・軽症
・投薬　　・通院　　・入院
・完治　　・無治療

・大　　・中　　・小　・なし
※内容（　　　　　　　　　）

Ｑ４　過去エステティックの施術で健康被害を受けたことがありますか？

●健康被害の有無　　 ・なし ・あり⇒※下記のあてはまる項目全てに○をしてください。

いつ頃 被害の程度 機器使用の有無 原因となった施術

かぶれ 　　　　年前
・治療1週間未満　　・治療１～2週間
・治療3週間～1ヶ月　・治療1ヶ月以上
・治療せず

有　　　　無
・フェイシャル　　・脱
毛　　・痩身
・その他(　　　　　　　)

やけど 　　　　年前
・治療1週間未満　　・治療１～2週間
・治療3週間～1ヶ月　・治療1ヶ月以上
・治療せず

有　　　　無
・フェイシャル　　・脱
毛　　・痩身
・その他(　　　　　　　)

擦過傷・打
撲傷等

　　　　年前
・治療1週間未満　　・治療１～2週間
・治療3週間～1ヶ月　・治療1ヶ月以上
・治療せず

有　　　　無
・フェイシャル　　・脱
毛　　・痩身
・その他(　　　　　　　)
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利用者背景の聞き取り 

これまでの厚生労働科学研究費による研究で、エステティック施術による皮膚障害を起こし

やすいアトピー性皮膚炎や糖尿病の患者が疾患を技術者に申告せずにエステティックを利用

するケースもあることがわかっています。また、通常の体調では問題のない施術でも疲労や

ストレスが原因で体調が下降気味の時には思わぬ健康被害が起こることもあり、施術前のお

客様への聞き取りは健康被害防止のために重要なポイントになります。次ページのカウンセ

リングシート例を参考にしてください。 

 

利用者から聞き取るべき項目例 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ お客様の皮膚の状態について 

普段の皮膚状態について以下の項目を聞き取ります。１・２・４の項目にチェックがついた

場合、どのようなときに発現するかなどを詳しく聞き取り、施術する際に同様の行為は避け

るようにしましょう。 

1 発疹が出やすい  4 皮膚がかゆい  7 皮膚がほてりやすい 

2 
おできや吹き出物・ニキ

ビが出やすい 
 5 冬にはあかぎれがある  8 

季節の変わり目に不

調になる 

3 皮膚がカサカサしやすい  6 皮膚が冷えやすい        

 

 

２ お客様の体調について 

疲労やストレスは、身体がだるい、重いなどの倦怠感、気分の落ち込み、集中力の低下や眠

気等の症状が出やすく、ひどくなると免疫力が低下し、疲労がないときに比べ細菌やウイル

スに感染しやすくなります。疲労やストレスが重度のお客様には無理して通常通りの施術

をしないようにしましょう。もちろんこれらは毎回施術前に確認します。 

 身体疲労 ・ほとんどない ・軽度 ・重度   ストレス ・ほとんどない ・軽度 ・重度 

現在の体調 

体調が下降気味

の時は、免疫力が

低下しているこ

とが多い 

アレルギーの有無 

原因（アレルゲン）

を確認、明らかでな

いときは症状が出

る状況 

疾患の有無 

日常生活で気を

付けている点な

どを詳しく聞き

取る 



 

 

 

 

３ アレルギーの有無について 

本来免疫反応は、細菌やウイルスなどの異物が体内に侵入することを防ぐ反応ですが、ハウ

スダストやダニ、花粉、小麦など様々なもの(アレルゲン)に対して過剰に反応することでアレ

ルギーが起こります。対処法は、アレルゲンと接触しないことです。アレルギーを持つお客

様にエステティック施術を行うにあたり、お客様が「ひりひり感」「痛み」「かゆみ」など違和

感を訴えた時にはすぐに施術を中止し、冷やしましょう。 

 

以下は、代表的なアレルギーについて施術上の注意点を解説しています。アレルギーの方は、

普通のお客様より反応が出やすいので注意してください。 

 

花粉症 

花粉症の方は、鼻のかみ過ぎ、眼のこすり過ぎ、マスクなどの摩擦行為により皮膚バリア機

能低下状態にあるので、花粉が皮膚に接触して皮膚炎を起こしてしまうことがあり、花粉症

皮膚炎と診断されます。化粧のせい….かと思って化粧をやめてしまうと、むしろ悪化して

しまう方も多いので化粧かぶれなのか花粉症によるかぶれなのかを、見極める必要があり

ます。難しい場合は、是非、専門医受診を勧めるようにしましょう。赤みやかさつきが酷い

場合、通常の施術では刺激が強すぎてかぶれが助長してしまうこともあるので、お客様の様

子を注意深く観察して確認をしながら刺激がないような施術だけをしてあげましょう。｢リ

ラクゼーションを心がける｣という方が良いように思えます。 

 

喘息 

喘息は、アレルゲンが特定されているものとされていないものに分けられ、アレルゲンが特

定されている場合はその原因物質との接触しないように配慮しましょう。 

治療していて問題がない人は通常の施術で大丈夫ですが、例えば、症状が出ていなくても、

その姿勢や圧力によっては、思いがけない喘息発作を誘発することもあるので、特に仰臥位

(仰向けに寝る)は、苦しくなってしまうことがあります。お客様から楽な姿勢を聞いて、発

作の誘発がないようよく話し合い、姿勢に気を付けてあげる必要があります。 

 

アトピー性皮膚炎 

ご自身に花粉症、喘息、蕁麻疹などがあり、あるいは血縁のある家族にもあり、冬の乾燥に



 

弱いような方は、アトピー性皮膚炎と診断されていなくても、アトピー性皮膚炎の発症リス

クが高いと思っていただく必要がありますから、きちんと問診をとることがとても大事で

す。冬場の口唇のかさつきが酷い方、目尻、あるいは、耳が切れやすい方、手指先にはあか

ぎれを起こすような方たちは、アトピー性皮膚炎の部分症状のことがあります。ご本人が、

自分だけはアトピー性皮膚炎ではないと思っている場合もあるようですから、きちんと問

診を行って、その人の皮膚のリスク度合いを見極めて施術をする必要があります。 

当然、冬場は皮膚バリア機能が落ちている状態なので、さらに擦る、マッサージということ

で、使う洗浄製品や化粧品類による刺激を誘導しやすくなってしまうことがあります。特別

アトピー性皮膚炎だから香料が使えないアレルギー性のかぶれが起こりやすいというわけ

では決してありませんけれども、過敏に感じる状況があります。敏感肌という本人の認識が

ない人ほどクレームになってしまうようなことがあるかもしれません。お客様と注意深く

会話をしながら確認を取りながら、皮膚状況を観察しながら、無理のない施術をするという

こと望まれます。 

症状が落ち着いていれば皮膚に対する刺激が弱いものを選択して、お互いによく話をしな

がら、施術内容を決めていきましょう。疾患治療中の方、生理前後、あるいは産後の具合、

更年期の具合、ハイリスクの人には、何を求めていて、何を提供してあげれば良いかという

ことを考える必要があります。 

 

蕁麻疹 

蕁麻疹というのは、虫に刺されたように赤く膨れて数時間以内に消えてしまうものです。２

か月、３か月とかゆい発疹が出ては消え、出ては消えを繰り返しているのは慢性蕁麻疹と診

断されます。原因は食事以外にも様々で、温熱蕁麻疹、寒冷蕁麻疹、物理的な擦る事によっ

て起こる人工蕁麻疹などがあります。それから発汗による蕁麻疹は、普通の蕁麻疹より毛穴

に一致した小さいブツブツした小紅斑がでてきます。また、もちろん薬剤、塗り薬で接触蕁

麻疹が起こることもあります。蕁麻疹の方は、治療しているかどうかがとても大事で、抗ヒ

スタミン薬を飲んで安定している方は、通常の施術も問題ないケースが多いでしょう。一方、

蕁麻疹体質があるかどうかを確認した上で施術による温熱刺激、摩擦刺激で蕁麻疹が誘発

される可能性があることをあらかじめお伝えをして、反応が出るようだったら早めにやめ

るという対策を施術前にお互いに理解し合ってはじめるというのが良いと思います。治療

していない人はより多く症状が出る可能性があるので、毎晩、蕁麻疹が出るという人はとり

あえず施術することによって、より強い反応が出るかもしれません。蕁麻疹体質でこのとこ

ろ蕁麻疹が夜になると毎晩出てしまうという方は、施術により、より強く誘発されてしまい

ますから、治療をおすすめして、医師の許可を頂いてというふうにお話されたほうがいいよ

うに思います。 

 



 

化粧品 

「化粧品のかぶれがある」 という訴えがあるお客様には原因について聞いて置く必要が

あります。化粧品の中で香料、防腐剤などかぶれる原因成分が分かっている場合は、その情

報を意識して施術しなければいけません。化粧品かぶれを起こしやすいと訴えるお客様に

は、施術で使用する製品を確認してもらい具体的にこれをして欲しい、あれをして欲しいと

いう施術内容の相談をしながら決めていくことが大事かもしれません。何にかぶれている

のか、今は問題がないのか、例えば、こういう香料が入っているものを使います。防腐剤が

入っているものを使います。ということをあらかじめ説明して、それが大丈夫かどうかとい

う確認をしたという記録を残しておく必要があります。 

 

金属 

金属製品が汗に触れその成分が溶け出し金属イオンになります。この金属イオンが皮膚に

浸透しアレルギーを起こすことがあります。これは、重症度によるので、金属アレルギーだ

から顔の施術をしてはいけないということはありません。むしろ手技によるマッサージで

はあまり問題はなく、美容機器の一部が金属製であったり、電流を流したりという施術によ

る反応、発汗させる行為も重なりますから痒い反応が出てしまうかもしれませんので状況

可能性があると考えます。 

 

食物 

自然化粧品への安全嗜好によるものかオーガニック化粧品といわれて蜂蜜や木の実類、大

豆や小麦など食品が含まれている製品が好まれて使われているようです。食物アレルギー

を持っている場合にはその食物成分が皮膚から吸収されることで皮膚症状が出ることがあ

ります。アトピー素因のあるエステティシャンが、手荒れ、皮膚症状の悪化から豆乳の入っ

た化粧品で大豆アレルギーになったという事例がありました。皮膚に塗るものと口から入

るものは関係ないと思わずに、食物アレルギーの確認を怠ってはいけません。食べる物が化

粧品中に含まれているということはよくありますので、自分がこれから施術をしようと思

う化粧品に入っている成分でアレルギーの訴えが無いことを確認してください。たとえば

ナッツのアレルギーがある場合には、マッサージ用オイルなどにも注意が必要です。ナッツ、

大豆、小麦、蜂蜜(ローヤルゼリー)、うこんなどによる接触蕁麻疹からショックを起こすこ

ともありますので注意が必要です。 

 

 



 

薬物 

エステティックでは、薬を使うことがありませんのでさほど重要視しなくて大丈夫です。た

だし、湿布でかぶれる人などは、メントールなどが原因のことが多いですので注意が必要で

す。 

 

ラテックス 

ラテックスアレルギーは、天然ゴムの入った手袋などで時に重い症状が出ます。最近の使い

捨て手袋ではラテックスが入ってないものが多くなってきています。ラテックスアレルギ

ーのお客様を施術する場合、施術に使用する器具類に天然ゴムが含まれていないかどうか

確認してから使いましょう。 

 

 

４ 慢性疾患の有無について 

超高齢化社会となった日本では、65 歳以上が 25％を超えています。さらに 65 歳以上の約 7

割が通院している(厚生労働省)ことから慢性疾患のお客様が来店する可能性が増えてくるこ

とが予想されます。慢性疾患のお客様への施術の注意点は、重症度によって変わります。日

常生活で気を付けている点など詳しく聞き取り施術を組み立てていきましょう。主治医から

の注意事項があるときは、厳守するようにしましょう。 

 

糖尿病 

糖尿病と申告があった時は、施術時の状態をよく聞き取ること、脚のむくみ、傷、感染のチ

ェック(足底、趾間などにジュクジュクした傷が無ければ大丈夫です。) が必要です。その

うえでお客様とよく相談して施術の組み立てを行うことで安全な施術の提供ができます。

四肢末端の末梢神経障害で感覚が分からない人もいますので注意してください。 

 

高血圧 心臓病 

急激な温度変化があるとリスクが高まります。サウナなど温度上昇がある施術には注意が

必要です。また、血流改善の薬を服用していると、マッサージの力で皮下出血がおこりやす

くなります。 

 

悪性腫瘍 



 

悪性腫瘍でエステティックに行ってもいいよと主治医から許可をされている人は、何をど

うしていたいかということをきちんと施術前に問診をして、足だけのマッサージなり、顔の

マッサージなり、リラックスゼーションを心がけましょう。特に抗がん剤治療を受けている

人は主治医のＯＫをもらいましょう。 

 

リンパ浮腫 

リンパ浮腫は、抹消循環障害、静脈瘤、悪性腫瘍の手術に伴うリンパ節切除の後遺症が原因

の場合が多いようです。浮腫の病態によりますが、傷がなければお客様の気持ちが良い程度

の強さでの施術は問題ありません。加圧が強いことにより傷をつけてしまうのは厳禁です。 

 

膠原病 

膠原病治療を受けているような場合は治療薬の種類あるいは、どのぐらい長く飲んできた

かにより皮膚の委縮状態、出血の状態というのが、千差万別になってきます。多くの場合ス

テロイド・免疫抑制薬両者で治療されている可能性があるので、外圧のかけ方についてお客

様と相談して下さい。薄い皮膚でペロンとむけることや出血することがあるかもしれませ

ん。実際の年齢よりもより弱い皮膚の可能性がありますので、施術の力を加減しないといけ

ません。 

 

精神疾患 

エステティシャンと会話をして楽になることを求めていらっしゃる可能性があるお客様と

捉えていただいて、気持ちの良い空間・施術をこころがければ良いでしょう。こちらから施

術提案をしない方が良い人たちです。何をされに来たか、何をしたいのかということをしっ

かりとお話をしてあげるのが良いでしょう。お客様の提案に逆らわない、決めたコースを勧

めないがキーワードです。 

 

更年期障害 

心身の不安定な状況で、顔はほてり、手足は冷えて困る人が多いようです。症状に合わせて、

気持ちの良い時間・空間の提供をするように心がけて下さい。香りを好むか好まれないか、

顔のクーリングが必要な場合もあるし、手足のマッサージで血流改善を図るのも良いでし

ょう。心身の癒しが最も必要なお客様層と捉えていただいて、要望を聞きながら施術を組み

立てましょう。 

 



 

 

 

４ 過去エステティック施術での健康被害の経験 

国民生活センターのデータによると毎年約 600 件の健康被害が報告されており、来店され

たお客様も健康被害の経験があるかもしれません。詳しく状況を聞き取り、同じような被害

が起きないよう注意して施術を行いましょう。 
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エステティックによる健康被害にあわないために 

 

１．すぐに効果が出ると思ってはいけません 

エステティックは、医療機関ではないのでゆるやかな効果が基本です。急激な効果は求め

ないようにしましょう。 

 

２．自分の体調・体質は正直に申告しましょう。 

エステティックの施術は、化粧品や機器などを使用して皮膚に刺激を与えます。人間は、

疾患はもちろんのこと疲れていたり睡眠不足の際免疫力が低下し、普段大丈夫な施術で

も健康被害が起こることがあります。自分の体調を正直に技術者に申告してから施術を

受けるようにしましょう。下記の写真は、エステティックサロンでビキニラインの脱毛を

行った方ですが、細かい傷から細菌が侵入し蜂窩織炎を発症した事例です。 

 

 

３．施術中違和感を感じたらすぐ申し出ましょう。 

多少痛かったり、熱かったりすることがあった時に、我慢すると健康被害につながる可能

性が高くなります。痛くなくとも違和感は危険信号と考えてすぐに技術者に申し出まし

ょう。 

 

４．健康被害が出てしまったら 

どのような施術を受けてどのような症状が出たかを記録しましょう。症状が酷い場合す

ぐに医療機関を受診しましょう。 
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284

衛生管理状況に関するアンケート調査　結果

有効回答数

直営の多店舗

66件(23.2％)

個人経営の単

店舗 193件

(68.0％)

その他 22件

(7.7％)

未記入 3件

(1.1％)

経営タイプ(n= 284件)

65件 23.3％

81件 29.0％

137件 49.1％

209件 74.9％

274件 98.2％

0 50 100 150 200 250 300

その他

脱毛エステティック

痩身エステティック

ボディエステティック

ﾌｪｲｼｬﾙｴｽﾃﾃｨｯｸ

提供サービス(複数回答n=284件)

4件(1.4％)

38件(13.4％)

3件(1.1％)

3件(1.1％)

32件(11.3％)

24件(8.6％)

7件(2.5％)

173件(60.9％)

0 50 100 150 200

未記入

その他

医療施設と併設

スポーツ施設と併設

化粧品店と併設

美容室と併設

理容室と併設

エステ専門店

営業形態(n=284件)



188件(66.2%)

241(84.9%)

228件(80.3%)

200件(70.4%)

268件(94.4%)

212件(74.6%)

270件(95.1%)

205件(72.2%)

181件(63.7%)

130件(45.8％）

256件(90.1%)

250件（88.0%）

224件（78.9%）

242件（85.2%）

254件(89.4%)

280件(98.6%)

276件(97.2%)

172件(60.6%)

125件(44.0%)

67件(23.6%)

183件(64.4%)

0 50 100 150 200 250 300

従業員には1年に1回、健康診断を受診させている

施術者は顔面の施術の際にマスクを着用している

施術者の健康状態や手指の傷の有無を毎日確認

小分けしたり混合したりした化粧品は使用期間を決めて使

用している

化粧品の小分けには清潔なスパチュラを使用している

化粧品の開封日を管理している

トイレは常に清潔に保持し、定期的に殺虫及び消毒してい

る

器具類、布片類などの保管場所は1週間に1回以上清掃し

ている

施術に伴って生ずる廃棄物は蓋付の専用容器にいれて適

正に処理している

血液、体液の付着した使い捨て用品等の専用の廃棄容器

がある

消毒済みの器具類は使用済みのものと区別して収納してい

る

施術者の手指は石鹸でよく洗い、消毒剤などで消毒してい

る

洗顔ブラシ、ハケは適正に消毒している

スポンジパフは適正に消毒している

皮膚に接する機器は、材質に合わせて全て消毒している

ベッドとヘッドレストの消毒を行っている

タオルの消毒を行っている

衛生管理のマニュアルがある

衛生管理のチェックシートがある

定期的に衛生管理の講習や勉強会を行っている

衛生管理責任者を決めている

衛生管理に必要な21項目(n=284件)



77.9%

81.0%

77.1%

64.9%

92.2%

75.3%

96.1%

68.0%

57.1%

42.0%

89.6%

93.9%

85.3%

90.0%

92.6%

98.7%

96.5%

45.0%

38.5%

20.8%

51.1%

66.2%

84.9%

80.3%

70.4%

94.4%

74.6%

95.1%

72.2%

63.7%

45.8%

90.1%

88.0%

78.9%

85.2%

89.4%

98.6%

97.2%

60.6%

44.0%

23.6%

64.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員には1年に1回、健康診断を受診させている

施術者は顔面の施術の際にマスクを着用している

施術者の健康状態や手指の傷の有無を毎日確認

小分けしたり混合したりした化粧品は使用期間を決

めて使用している

化粧品の小分けには清潔なスパチュラを使用してい

る

化粧品の開封日を管理している

トイレは常に清潔に保持し、定期的に殺虫及び消毒

している

器具類、布片類などの保管場所は1週間に1回以上

清掃している

施術に伴って生ずる廃棄物は蓋付の専用容器にい

れて適正に処理している

血液、体液の付着した使い捨て用品等の専用の廃棄

容器がある

消毒済みの器具類は使用済みのものと区別して収

納している

施術者の手指は石鹸でよく洗い、消毒剤などで消毒

している

洗顔ブラシ、ハケは適正に消毒している

スポンジパフは適正に消毒している

皮膚に接する機器は、材質に合わせて全て消毒して

いる

ベッドとヘッドレストの消毒を行っている

タオルの消毒を行っている

衛生管理のマニュアルがある

衛生管理のチェックシートがある

定期的に衛生管理の講習や勉強会を行っている

衛生管理責任者を決めている

衛生管理に必要な21項目 前回との比較

H28

H25



17件(6.0％)

115件(40.5％)
105件(37.0％)

32件

(11.3％)

12件(4.2％)
3件(1.1％)

衛生管理に必要な21項目の実施率(n=284件)

21項目

17～20項目

13～16項目

9～12項目

5～8項目

0～4項目

1.1%

4.2%

11.3%

37.0%

40.5%

6.0%

0.4%

2.6%

14.7%

46.8%

29.9%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0～4項目

5～8項目

9～12項目

13～16項目

17～20項目

21項目

衛生管理に必要な21項目の実施率 前回との比較

H25

H28



21件 7.4％

4件 1.4％

1件 0.4％

22件 7.7％

29件 10.2％

207件 72.9％

0 50 100 150 200 250

未記入

その他

症状が軽度であれば、マスクを着用させ勤務…

症状が軽度であれば、マスクを着用させ施術…

医療機関の受診は本人の判断とするが、自…

すみやかに医療機関を受診させ、他者への感…

従業員の体調に異常があった場合(n=284件)

29件 10.2％

20件 7.0％

19件 6.7％

58件 20.4％

158件 55.6％

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

未記入

その他

絆創膏を貼るなどして施術を行わせる

手袋をして施術を行わせる

施術を行わせない

爪の周りの異常(n=284件)

5.2%

6.9%

8.2%

8.2%

9.1%

68.8%

7.4%

1.4%

0.4%

7.7%

10.2%

72.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

未記入

その他

症状が軽度であれば、マスクを着用させ…

症状が軽度であれば、マスクを着用させ…

医療機関の受診は本人の判断とする…

すみやかに医療機関を受診させ、他者…

従業員の体調に異常があった場合 前回との比較

H28

H25

5.2%

14.3%

3.9%

13.4%

63.2%

10.2%

7.0%

6.7%

20.4%

55.6%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

未記入

その他

絆創膏を貼るなどして施術を行わせる

手袋をして施術を行わせる

施術を行わせない

爪の周りの異常 前回との比較

H28

H25
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フェイシャル施術用スチームタオル保温庫とスチームタオルの汚染状況について 

サンプル採取箇所 

①保温庫内扉 ②保温庫内カゴ ③保温庫外取手部分 ④施術用タオル（未使用） 

結果（１）保温庫 

保温庫 （cfu/ml) 

内扉 カゴ 外側取手 

10 10 10 

  

結果（２） タオル 

使用前のスチームタオル５枚より多数の菌が検出された。 

 

タオル１(680cfs/cm3)           タオル２(3,360cfs/cm3)

     

タオル３(470cfs/cm3)    タオル４(1,280cfs/cm3)        タオル５(1,000cfs/cm3) 



フェイシャル施術用スチームタオルの汚染状況調査結果

資料‐20



施術者の手指細菌調査







被験者の顔面皮膚の細菌検査

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 



① ② 

③ ④ 

⑤ 
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10月19日 10月19日

10月19日 10月19日

11月9日 11月9日

施術者の手指細菌調査結果

技術者の熟練度高 技術者の熟練度低



11月9日 11月9日

12月14日 12月14日

12月14日 12月14日

施術者の手指細菌調査結果

技術者の熟練度高 技術者の熟練度低



フェイシャルスキンケアの皮膚に対する影響実験

被験者の顔面皮膚の細菌検査結果
10月19日

11月9日



12月13日
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施術者の手指細菌調査結果

技術者の熟練度高 技術者の熟練度低

11月22日11月22日



施術者の手指細菌調査結果

技術者の熟練度高 技術者の熟練度低

12月13日 12月13日



11月22日

12月13日

資料‐26

被験者の顔面皮膚の細菌検査結果



ヒートマットで施術した際の被験者から機器への細菌類の伝播
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エステティシャン 看護師 手洗い比較試験結果 

ハンドソープのみ(エステティシャン) 

        

エステティシャン 1           エステティシャン２ 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

13 30   254 55 cfu/スタンプ培地 

        

エステティシャン 3           エステティシャン 4 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

55 100   23 27 cfu/スタンプ培地 

ハンドソープのみ(看護師) 

         

看護師１                 看護師 2 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

23 14   6 9 cfu/スタンプ培地 

      

看護師３                  看護師４ 

 

 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

24 12   33 37 cfu/スタンプ培地 
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ハンドソープ+手指消毒剤(エステティシャン) 

        

エステティシャン 5            エステティシャン 6 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

105 35   215 200 cfu/スタンプ培地 

         

エステティシャン７            エステティシャン８ 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

12 35   30 16 cfu/スタンプ培地 

 

ハンドソープ+手指消毒剤(看護師) 

         

看護師５                  看護師６ 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

60 37   456 35 cfu/スタンプ培地 

         

看護師７                 看護師８ 

 

 

 

手洗い前 手洗い後   手洗い前 手洗い後  

95 55   17 156 cfu/スタンプ培地 



目で見てすぐわかる点が、教育
にとても助かります。言葉だけで
は伝わらないこともあるので活
用させて頂きます。６件

通信では、衛生管理の時間が
十分に取れないため、流しなど
に貼り、実践することが出来る。

手洗いの手順、速乾性消毒剤
の図がとても分かりやすい。30
件

基本ですが、わかりやすい内容
でよかったです。３件

手洗いの手順においても、図で
の説明もあり生徒への指導が
しっかりと出来た。３件

手洗い前と手洗い後の細菌、施
術前後の細菌の様子がわかり
やすい。２件

写真で視覚的に分かる為、手洗
いの重要性が伝えやすい。ま
た、手順も一緒に確認できるた
め使いやすい。２４件

イラストで書かれているので学
生にはわかりやすいと思いま
す。衛生に対する意識は日々の
指導も重要なことだと思っていま
す。

手順がわかりやすくてすぐに実
践できる点　施術により伝播さ
れる写真が教科書にはない物
なのでエステにおいてリアリティ
があり非常に良いと思います。

・手洗いの前後、施術の前後で
手に付着している細菌量の違い
が写真を見るだけで明確であ
り、手洗いの重要性を伝達しや
すい点が良い。

・手洗いによる乾燥手荒れが気
になります。(特に冬)・手洗いに
よる時間が別途必要なこと・手
洗いは肌から肌へ細菌、ばい菌
感染を防ぐためには必要と思い

授業では、テキストに沿って説
明していますが、写真で見ること
によりインパクトがあり説得力も
あると思います。

生徒もあの写真を見てびっくり
し、手洗いの必要性を感じられ
ました。

感染を防ぐためには必要不可
欠、施術者の身を守るためにも
重要である。

現場や学びの場でも手洗い場
に設置することにより、より意識
が高まった。

美容業界(エステ)に勤める人と
して、衛生管理は大切なことで、
今後継続していけることが「手洗
い」としてとても良いと感じた。

単に手の洗い方を伝えるのでは
なく、手を洗う事で何が変わるの
か見てわかるものとしてとても良
いと思います。

生徒たちが実際のイメージが付
きやすく、衛生管理の重要性と
してのインパクトがしっかりつい
たようです。実技の跡など実践
していけるようになりました。

・ラミネートしていただいている
ので、洗面台の目の前に貼付す
ることが出来ます。７件

早速授業内で活用させて頂きま
した。写真なので分かりやすい
所が良い点です。

手洗いの場所に掲示したとこ
ろ、念入りに手を洗う学生が増
えたと思う。

衛生管理への意識が高まり、手
洗いの必要性を感じてもらった。

日常の手洗い方法を改めて確
認する良い機会となった。

洗面所に置くことで意識をするこ
とが出来る。

イラストがわかりやすく、写真で
危険なことがわかりとても良い
です。

スクーリング教室に貼って活用
しています。水が飛んでも大丈
夫なラミネートが良かった。

細かい注意点が改めて気づけ
るため、良かったと思います。

習慣づけられるところは良い
学生が手洗いに興味を持ってく
れました。

施術前後のインパクト

小さすぎるのでA３位にしてあれ
ば洗面に貼っておける。１２件

ｻｲｽﾞが大きいものもあると良い
と思いました。２件

繰り返しの手洗いでは、手荒
れ、乾燥の原因となる。

施術前後の写真が3枚使用され
ているが、なぜ3パターン必要な
のか不明。写真についての説明
が不足している。(ボディ施術前
後、フェイシャル施術前後など)

写真や絵が乗っているため見や
すいですが、同じような写真が
複数あるため、同じような写真
は1枚で十分であると感じまし
た。

手洗い前後の図は手洗いの重
要性が伝わり良いのですが、施
術前後で細菌が増えるように見
える図は生徒にとってエステ
ティックのマイナスイメージにな

テキストには載っているが、手
の汚れやすい部分が記されて
いる図も欲しかった。

手洗いさえすれば問題ないと勘
違いしてしまう事は良くない。

もう少し細菌類の写真がインパ
クトのある写真だといいと思いま
した。

「手洗い手順」と「速乾性手指消
毒剤による手順」のバックが白
の為少し見にくいように感じま

「細菌類は伝播される」の写真
は3名の手なのか時系列なのか
分かりにくい。

手を洗う際　いつも目に入るわ
けではないので常日頃意識させ
る工夫が必要　図が見えづらい

洗い方がわかりやすい。手洗い
しなければどれだけ危険かが伝
わりにくい。

・下の3パターンの写真の違い
が分かりにくい。

施術後の写真が細菌類なの
か、粧材が残ったままなだけか
わかりにくい。

施術前後の写真の説明が少なく
分かりずらい。

細菌繁殖のシャーレの画像は
分かりにくい。

目立ちにくい。手洗い消毒の手
順がわかりづらい。２件

インパクトがない為、素通りする
学生も多かったです。

手順など小さくてわかりにくい為
もう少しコマを減らしてほしい。

施術後の写真は、細菌が増える
ということなのか。

細菌の伝播の写真が多い。 細かい所がわかりずらい

手洗い方法啓発ツールに関するアンケート調査結果
良かった点

悪かった点



「施術により細菌類は伝播され
る！」の3つの症例は、ボディ？
フェイシャル?どこの施術をした
前後か分かると良いと思いま

基本的な衛生管理なので「うが
い」も加えて、大切なことだと思
う。

　大きいサイズのポスターもあ
れば活用します。

施術前後の細菌伝播の比較で
すが、どこの部位を施術した後
の伝播の状態なのか知りたいで
す。

エステティックサービスは、お客
様の肌、身体の皮膚に直接触
れることで、手洗い消毒は大変
重要です。普段行っていた手洗
いでは、細菌はほとんど洗い流
されていないことがよく分りま
す。菌をサロン内に持ち込まな
い、又自宅に持ち帰らない。とい
う事を徹底したいと思います。

洗う回数や目安の時間表記を
入れて頂きたい。

写真で理解しやすい　フィルム
がされており保管がしやすい。
(汚れない)サイズ違いのものが
あれば良い。

今回、手洗いの仕方を貼りだす
ことしかできなかった。

実際行わなかった場合のこわさ
がわかるツール等があればなお
良いと思います。

手洗いの手順のイラストが小さ
く、みずらい。細菌の写真を裏
面にしてイラストを大きくし見や
すくして頂きたい。

手洗い、消毒の手順の部分がも
う少し大きいと分かりやすいと思
います。(授業に実践する部分な
ので)７件

手順表を大きくし、手洗いの時
に図を見ながら洗う事が出来る
ように手洗い場に掲示できるよ
うになると良いと思う。

手順の文字が小さいので、壁に
貼った時には読みずらいと思い
ました。４件

分かりやすいが、小さすぎるの
でA３位にしてあれば洗面に
貼っておける。６件

手洗い手順の図示や字が小さ
い為見にくい。デザインが少し古
く感じる。

写真のデータは分かりにくい為
絵の手順を大きくした方が良い
と思います。

大きくしてほしい　Ａ３サイズくら
い　挿絵等や施術前後でこんな
に違うんだよというアピールもあ
ればよい。

実習教室の洗面所に貼ってい
たのですが、少し小さくてみずら
いので、掲示用のものとして大
きいものがあればいいと思いま

下部の写真はなくし図を大きくし
た方が良いのでは。

図が小さいので掲示するにはも
う少し大きい方が良い。

説明文を簡潔にして文字を大き
くする。

手洗いの手順等、もう少し大き
いと見やすいとなお良かった。

イラストは出来ればもう少し大き
いともっといいと思います。

手洗い手順の図がもう少し大き
いと見やすい。消毒剤の手順と
別にすると良いと思う。

速乾性手指消毒剤による手順
では、２の工程だともう片方の指
先の消毒が難しいかと思いまし
た。

速乾性消毒剤使用時には、手
指が濡れていない状態で使用
(消毒)した方が良いのでは?

文字が小さく見えない方もいる
のでもう少し大きくしても良い。
手洗い前の菌の状態の写真の
説明が欲しい。例　白は菌です

写真と実際　人の皮膚で例を出
すと、さらに理解しやすいと思

施術前後の写真を一組にして大
きく見せる。

カラーのイラスト入り一覧表、誰
が見ても分かりやすいもの

施術により細菌類は伝播される
の施術前、施術後の3例の説明
があるといいと思います。(細菌
の種類など詳しく分るとイメージ
がしやすいのかなと思います。)

施術前と後の写真はとても分か
りやすいですが、上段の「手洗
い前」の写真が、施術後で、手
洗い前だと理解するのに少し時
間がかかりました。分りやすく表
記して頂けるとありがたいです。

(手洗い手順⑩)校内ではコスト
削減の為、ペーパータオルを常
備することが難しい。また、蛇口
がひねるタイプの為これを変更
することも難しい。

手順等カラーだとよりわかりや
すいかもしれません。

イラストがもう少し見やすいと良
い。

施術により細菌は伝播されるの
をのせない方がいい

手洗い後の写真は、手洗いと消
毒剤使用後によるものなのか分
かりにくい。

テキストには載っているが、手
の汚れやすい部分が記されて
いる図も欲しかった。

伝播の意味が生徒に理解しにく
いのでは?もっとわかりやすく表
現した方が良いのでは?

「施術により細菌類は伝播され
る」の写真は3枚無くても良いと
思う。その分のスペースは、手
順の図を大きくするなどしてもら
えると使いやすい。

「手洗い手順」「速乾性手指消毒
剤による手順」のバックの色を
「衛生管理ハンドブック」の様に
カラー色を付けて頂いた方が見
やすいかと思いますし、A3サイ
ズが見やすくて望ましいかと思

手洗い手順⑩で「ペーパータオ
ルか肘を使いましょう」とある
が、肘は洗ってないので汚い手
の状態ではないのか。手指洗浄
は、「指先からひじまで」ではなく
「指先から手首上まで」の範囲

その他

改善点(大きさについて)

改善点



施術やお客様にどのような影響
があるかも併せて記載してある
と良い。

目で見た時に「手を洗わなけれ
ば細菌がすごく汚い」と思う様な
写真を使用するといいと思いま

施術前後で菌が何％除去され
るか記入有れば伝わりやすいと
思います。

仕方ないのかもしれませんが、
色味が悪い気がします。

細菌を白ではなくカラーで表した
方がわかりやすい。

もう少しカラー感があっても良い
と思う。

立体的に色彩良くしてほしい。 明るさがもう少し欲しいです。 色使い
主にこの菌はどのような菌でど
のような病気に感染してしまうか
など具体的内容を入れて頂くと
ありがたいと思う。

手順を1Pに大きく、菌の写真は
裏面でいいのではないでしょう
か。菌の写真は菌がピンク色や
青などで分かりやすくしてほし

「施術により細菌類は伝播され
る!」の写真は3つの例としてなの
か時系列なのかを分かりやすく
表示した方が良い。

細菌の繁殖により、皮膚や身体
への具体的なトラブル例が記載
されたらいいのでは。

キャッチコピーなどで、目を引く
ようにすればサロンのお客様に
も好感を得ると思う。

施術によって伝播される金の名
前を挙げて頂いた方が、より意
識が高まるような気がします。

ツールとしてポスターの他に、簡
単に読めるリーフレット等もあれ
ばよいと思います。

菌の繁殖写真より、手順を目だ
たせた方が良い。Ａ4サイズより
小さい方が使用しやすい

「衛生管理は手洗いから」の
キャッチフレーズをもう少し目を
引く言葉にするとインパクトがあ

爪の間の汚れを取る為にネイル
ブラシの使用を加えて欲しいと
思います。⑨の流水で洗い流す
際は、細菌を洗い流すために手
首から指先方向へ水を流してい
く方が良いのでは?と思いまし
た。(医療機関ではそうしている

現在も掲示板に貼っているので
すが、紙質が薄い為か角がめく
れ上がりやすいです。下敷き位
のものか、パウチでいただける
と直有りがたいです。

今回の検査内容は当学院長と
生徒が参加していましたのでわ
かっていましたが、知らない学
校や協会員の方々にはもう少し
説明があった方が良いと思いま
した。

手洗いの手順等、もう少し大き
いと見えやすいとなおよかった。

施術直後の手の衛生について
も教えて頂きたい。

施術前後で比較写真があるが、
解説が欲しい。

ブラックライト照射による手洗い
前後の画像の方が見やすいよう
に考える。医療従事者レベルの
手洗い手法であることをＰＲした
方が良い。

施術後の細菌類が何によるもの
なのか、施術後ということは同
様にお客様の肌もトリートメント
後にも関わらず細菌だらけなの
か誤解されやすい。

絵はカラーの方が伝わると思い
ます。また、写真は、手洗い→
手洗い後(施術前→施術後)の3
枚の比較が良いと思います。

細菌繁殖の経過時間やどんな
施術を行った後なのか、どんな
菌なのか等記載されていると
もっとわかりやすい。

「施術により細菌類は伝播され
る」の下に載っている写真につ
いて、詳しい説明文があると理
解しやすいのではないかと感じ

実際手洗いを丁寧に行わなかっ
た場合の恐ろしさがわかる(イ
メージしやすい）ものがあると良
いと考えます。

写真は一例で良いのでは。図
(手洗い)をもっと見やすく少し離
れても見えた方が良い。

イラストが少し小さいかもしれま
せん。数の変化もわかるといい
かもしれません。

見やすいと思いますが、手洗い
前と後施術後の変化があると
もっとわかりやすいと思います。

「施術により細菌類は伝播され
る」という項目は写真は1枚に
し、手の洗い方の図等もう少し
大きめにして頂けるとより見や

細菌類の伝播の写真が、どのく
らいの時間数や日数で増えるの
か書いてあるともっとわかりやす
いのではないかと思いました。

目につきやすく、インパクトのあ
る分かりやすいもので作成して
もらえると良いと思います。

どの様な菌がどのように増える
のかなど具体的に分かればい
いと思いました。

シンプルによりわかりやすいも
のにしてはどうか。

手順などの簡略

衛生管理を徹底しているサロン
が少ないので、実習で現場に
入って生徒から驚きの声と矛盾
点を指摘される。

学校で衛生管理指導を徹底して
も学生がサロン現場へ行くと(就
職すると)実践されていない現状
が多くある。(特に掃除、器具類
の消毒において)

手洗いはしっかりやれても、お
客様にはいる際に他のどこかに
触れていたり粧材のボトルなど
も同様に拭き取りを徹底するな
ど細かい点が難しいです。

消毒液希釈方法での計算式が
わかりずらく困っております。

手洗いは生徒自身に任せること
が多く、しっかり確認できていな

手洗い習慣を細かくつけていか
なければ、手洗いをしない人も

準備時の手洗いは必須として行
うが、施術後の手指衛生はどう
したら良いのでしょうか?

指導したことが、サロンの現場
で実践できているのか、ケース
スタディが伝わっているのか、疑
問に思う事があります。

ヒビテン液が小売店で購入でき
ない。

困っていること



感染症に関する資料が少ない
為、例となる写真があると良い。

前後写真はあれば大変ありが
たいです。

写真、実際に起こった事故の例
など。

感染症に関するポスター(掲示
用のものでサイズが大きめの
物)　　DVDは授業で流せるので
あると便利です。

消毒していない器具などを使い
続けることで起こるトラブル、写
真など(例　カビがはえた　肌トラ
ブルが起きた)

衛生管理が徹底されなかったと
き、具体的にどのようなクレーム
や問題が起き、どのような処分
が下されたかなどわかるDVD等

感染症に関する解説DVD2件
主な感染症の症状の写真や
DVD

専門家による感染症に関する解
説ＤＶＤ

商材別用　何の消毒剤を使用す
る等の一覧表をパウチしたもの
シンク等に貼れるといい

消毒をいい加減にしてしまうとど
うなるのか?危機管理意識を持
ち指導したいと思います。

エステサロン現場で実際の感染
症の事例や実践方法などを詳し
くしてほしい。

教科書の単元、文字の色や大
きさを工夫して欲しい。

分かりやすい手洗い前後の細
菌繁殖状況の写真。

皮膚疾患、感染症等のDVDが
あれば授業で使用したいと思

手洗い後の細菌繁殖状況を確
認できるものがあると良い。例え
ば何かに通すとよければOKが
出る。どれだけ洗えて内科が目
に見えて確認できるもの等

手洗い前後の菌の減少を確認
する紫外線照射器について。専
用液が不要、見た目が金属的で
なく女性らしい(ネイルのＵＶライ
トのような物)形状のものが良

テキストには消毒に使用する機
器の説明文のみなので、写真や
イラストなどでどんなものか分か
りやすく説明できるものがあると
良いと思います。

手洗いだけでなく、雑巾につい
ても細菌類の伝播の資料　　清
掃用具に対しての認識が学校
側も弱いと思う。

専門家によるＤＶＤ・・・実際のサ
ロン内のどのような所で細菌が
増え、また、それによっておこり
えるトラブルを詳しくまとめたも

今回の資料だけでも生徒は驚
いていましたので、実際の手の
菌などのＤＶＤなどがありますと
更にインパクトがあると感じまし

サロン内で感染させる恐れのあ
る一般的な感染症・症状など
DVDで見られると分かりやすい

必要以上に恐怖感だけを植え
付けてもいけませんので、今回
のツール程度でいいと思いまし

常時掲示できる学生向け、アニ
メなどの興味を引くものなどがあ
れば利用したいと思います。

衛生管理を怠るとどのようなこと
が起こるのかの事例がわかるも

細菌繁殖状況のわかりやすい
写真があるといいと思います。

手洗い前後の細菌繁殖状況の
リアルな写真と菌の種類など

原因となる病原菌と症状などの
DVD

ウッドランプの様に手をかざすと
細菌がわかるものがあったら便

パワーポイントなどで目で見て
わかる資料が欲しい。

解説DVDがあると便利だと思い
ます。

感染症と症状の一覧になったテ
キスト(写真)など

手洗いを含む、消毒の前後の資
料(比較)

皮膚や血液を介して感染し、発
症した例(画像)など

感染症、細菌繁殖状況などの
DVD、写真

感染症の実例があればわかり
やすいと思う

希釈濃度表 感染症の症状の写真 感染症に関する解説ＤＶＤ
感染症・消毒方法についての
DVDがあると指導しやすいと思

手洗い前後の細菌繁殖状況の
写真等

サロンワークにおける衛生管理
の実践のDVDや写真

専門家による感染症に関する解
説DVD、消毒方、消毒手順DVD

菌の侵入ルートがわかるような
アニメｏｒイラスト

病原微生物の感染した絵があ
ればわかりやすいです。

手洗い前後の状況の違いがＤＶ
Ｄで分かると良いかと思います。

身近な具体例をイラストで分か
りやすくしたリーフレット。

手洗い前後の細菌繁殖状況の
写真

著名な専門家による解説ツール
だと目に留まりやすいと思いま

専門家からの他人事と思えない
ような感染症のこわさ等の解説

小さめのガイド(ハンド)ブック、財
団推奨の手洗いソープの販促

施術前後の細菌繁殖状況の写
真に、もう少し詳しい解説を入れ
て欲しい。提示されている写真
だと、手洗いで注意しなければ
いけない箇所(指間　指先　爪の
間)の状態が不明。

生活の中での菌の比較などが
出来ると分かりやすいと思う。例
えば髪の毛の菌と便座の菌の
数、どちらが多い?とか(女子は
よく髪を触る為比較してみるとふ
れなくなった。)

上記のＤＶＤ・写真などは、印象
に残り、サロンで必要に思われ
ない場合でも発言できる子に成
長できると思います。

消毒商品の使い方　感染症に
関する解説ＤＶＤ

感染症の症状の写真・図などが
あると説明しやすい。

施術前後、手洗い前後の細菌
繁殖状況の写真

専門家による感染症に関する解
説ＤＶＤ　手洗い前後の細菌繁
殖状況の写真とアプリなど

参考資料に若い女性の白癬な
どの足の写真など判断できるも
のがあるといいです。

ウイルス、バクテリア、真菌等の
わかりやすい写真や、それらに
よる皮膚トラブル等の写真があ
ると便利です。

「手洗いの手順」の図を拡大した
掲示用ポスターなど

手洗い前後の細菌繁殖状況の
写真

テキストや手持ち資料で十分間
に合ってます。

様々な病気の感染経路をイメー
ジさせる写真等

細菌ウイルスの写真や感染のメ
カニズムがわかるＤＶＤなど

ＤＶＤでの説明・・学校にない消
毒機器などの使い方。

あったら便利なツール類



感染症についてわかりやすく説
明できるＤＶＤ，写真

各消毒薬の市販の物の種類写
真　　皮膚感染症の症例写真

ウイルスや細菌の画像や皮膚
に対しての感染症例などの画像

写真等での消毒の実践方法な 解説ＤＶＤ　細菌繁殖状況の写 ＤＶＤ(消毒剤、機器、手洗い方
希釈方法、菌などの具体的な写
真、感染症の具体的な写真　Ｄ
ＶＤだと分かりやすい。

手洗い前後の細菌繁殖状況の
写真は、あれば説明しやすいと
思います。

感染症例のＤＶＤ　身近な例　ノ
ロ　Ｏ１５７等の現場での話とか

今回いただいたものは、早速使
わせていただきます。ありがとう
ございます。細菌は見えないの
で今回いただいたツールは、手
洗いの必要性を伝えやすくなり

血液感染する感染症のお客様
を施術した場合の廃棄処理でき
ない機器類等の消毒方法を明
記して頂きたいと思います。(エ
ステティックの衛生基準を見て

校内の何か所かの洗面台には
固形石鹸を使用している所があ
りますが、衛生的に大丈夫で
しょうか?

学生に正しい知識を教育して
も、サロンで行えてないことが多
い為、卒業してからのサロン現
場とギャップが生じて困ることが
あります。

美容学生にとっては必要なこと
ではあるが、難しい言葉等が多
い為なかなかとっつきにくいの
は事実である。

消毒薬の希釈の計算が苦手な
学生が多いです。甘やかすこと
になりますが、早見表のようなも
のがあれば便利かと思います。

グルコン酸クロールヘキシジン
薬剤を以前使用していたが、入
手困難です。かわりの薬品はあ
るでしょうか?

消毒放置時間等もあり、学生が
消毒の最初から最後までを授業
時間中に担当するのが難しく途
中までになってしまう。

衛生管理の講習があれば是非
参加したいです。ノロウイルスに
対しての消毒手順も入れて頂け
ればと思っております。

現在　衛生管理上及びネイル衛
生管理上の授業を展開し、資格
試験も受験させております。

神経質になり過ぎないかが気に
なり、強く言い切れない。(気に
する生徒がいるので)

一般論だけでなく、具体的な注
意点の説明(テキスト)などがあ
ると良いと思います。

衛生管理教育上、技術中の感
染(危険度)などを表にしたもの
など　資料(詳しい)があるとあり
がたいと思う。

日常身近なことでありながら徹
底度合に差があるので興味を
皆が持つようにするにはどうし
たら良いでしょうか?

冬季には速乾性消毒スプレーを
各部屋に設置してありますが、
日常での生活では意識付けが
難しいです。

スクールでの授業で衛生管理の
必要性をしっかりと伝え、衛生
管理者の取得もさせています
が、卒業後就職先のサロンでの
衛生管理が全く行われていない
ことのギャップに悩む声をよく耳
にします。

現在の学生、現場スタッフは目
で見る形が一番説得力となるよ
うに思います。細菌や感染症な
ども写真等を多く資料として頂
けると教育の助けになり、恐怖
感から実践に繋がっていくと思
います。

スチーマー、ホットキャビ等の加
温機器の菌繁殖による臭いが
気になるサロンが多い。専用臭
気チェッカーを提供するなど、
メーカーによるアフターケアや保
守管理の強化が必要ではない
でしょうか。個人オーナーエステ
ティシャンの方などは、単独で確
認するので数値などで確認でき
ると良いのではないでしょうか?

学校とサロンとの衛生管理の意
識の違いを埋めていくことが今
後の課題だと思う。(サロンに
よって衛生・消毒の管理に幅が

学校の授業や試験等衛生管理
については、かなり厳しい指導
を行っているが、実際サロン内
ではどこまで実践されているか

感染症に関するＤＶＤ、手洗い
の方法等　細菌の繁殖状況等
の詳細がわかるＤＶＤ等がある
と便利だと思います。

衛生管理教育をする上での指
導要項があれば指導しやすいと
思います。

サロンにおける衛生管理に関す
る事例があると伝えやすいと感
じます。

必要性は理解できるが実践(サ
ロン)となると開きがあるので、ど
こまで落とし込みをしたらよいか

教育向けの講習会を増やしてほ
しい。

大変ありがたいツールでした。
今後ともよろしくお願いします。

手洗いのための専用キットを併
用したのでスムーズに行えまし

試験問題は数種類あるのでしょ
うか?

その他意見
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

正しく手洗いができたか いつもの手洗い時間との比較

手洗い自己評価(VAS法)

講師

学生

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

①流水洗浄

②ハンドソープ

③両手のひら

④指の間と手の甲

⑤手のひらの上で指先

⑥指間腔

⑦親指を握る

⑧手首のうえ

普段実行していない手洗い手順(複数回答)

学生

講師

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

出勤時

施術後

器具類洗浄後

忙しい時

水が冷たい時

手洗いがおろそかになる状況(複数回答)

学生

講師
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学生及び講師の手洗い実験結果
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回収総数 142件

★

38 26.8%

36 25.4%

32 22.5%

32 22.5%

19 13.4%

16 11.3%

16 11.3%

15 10.6%

8 5.6%

7 4.9%

11 7.7%

各個人が徹底できているかの定期チェックが難しい。

感染症の症例の理解が難しい。

手荒れした際の対応

就職後　サロンへ行くと消毒が全く行われていなくて生徒が困っ
ている。

衛生管理資格を取得する為に丸暗記になってしまう。

リネン類(綿布類)の消毒までは行っていない。洗濯→乾燥のみ

エステティック養成施設講師対象　衛生管理教育に関するアンケート調査結果

衛生管理教育の問題点(n=142件)

実際にサロンでは学校ほど消毒管理が徹底されていない。

学校で消毒や衛生管理を徹底して教えているが、就職先
のサロンで徹底できていない現状に衝撃を受け、失望する
学生がいる。

手荒れや肌の弱い生徒さんが増えている。

②衛生基準については、サロン内での役割別に必要な衛生管理が分かるとよい。例）オーナー
に必要なこと＝施設の管理、スタッフに必要なこと＝基本的な衛生消毒　など

①手洗いを含めた衛生管理の実践がうまくできているかの判断が難しい。

⑥生徒の消毒薬による手荒れに悩んでいる

⑪その他　↓

⑤わかりやすい説明がうまくできずテキストの朗読になってしまう。

③消毒薬や器材が不足していて衛生管理の実践が正しく行えない。例えば、学校では消毒剤1
種類につき、1商品しか使用できない。サロンで別の商品を使われることがある。

⑩生徒からの質問にうまく答えられないことがある。

④施術の流れの中での衛生消毒が教えにくい。学校とサロンでは環境や設備が異なりケースス
タディが伝わりにくい。

⑦理論がサロン現場に即していない。サロンの業務の中で、どの場面でどんな衛生消毒が必要
なのか分かりにくい。学校では、別途パワーポイントなどわかりやすい資料を作成している。

⑧何度説明しても理解されないことがある。例えば、掃除のやり方を知らない生徒に、「きちんと
掃除をしましょう」と言っても理解されない。

⑨技術の講師と座学の講師でうまく連携が取れず内容が違ってしまう。

理美容学校74

件(52.1%)

医療系専

門学校2件

ビジネス系専

門学校9件

高等学校7件

短期大学3件

4年制大学1

件

学校法人ではな

いスクール 36件
(25.4%)

その他8件
未記入2件

学校の種類(n=142件)

8件

116件

34件

1件

6件

3件

1件

7件

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

団体資格

理美容師

鍼灸師

薬剤師

看護師

獣医師

医師

講師の資格(n=136件複数回答)

常勤

96件(67.6%)

非常勤

36件(25.4%)

常勤と非常勤

2件(1.4%)

未記入

8件(5.6%)

講師の勤務形態(n=142件)

31件(21.8%)

8件(5.6%)

60件(42.3%)

43件(30.3%)

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

どちらとも言えない

役に立った

大変役に立った

ツールについて(n=142件)



資料-14









 

 

 

 

Ⅱ 研究成果の刊行に関する一覧表 

 

 


